
２章 資 料

１ 調査用紙

２ 調査集計結果と分析結果

・分析（１）平均の比較 ｔ検定

・分析（２）相関分析

・分析（３）階層的重回帰分析 →下位検定

・分析（４）分類 χ自乗検定

・分析（５）ロジスティック重回帰分析

・分析（６）階層的重回帰分析 →下位検定

・分析（７）（９）階層的重回帰分析

・分析（８）階層的重回帰分析

３ その他の分析結果

・階層的重回帰分析：学校種・男女別、学年別

・階層的重回帰分析：学年・男女別

・階層的重回帰分析：学校種別

・階層的重回帰分析：学校種・男女別

・階層的重回帰分析：学年別

・階層的重回帰分析：学年・男女別

・子どもの環境に関する 31 項目 相関分析 小学生

・ 〃 中学生

･ 〃 高校生



栃木県総合教育センター

・ 質問は，質問１～質問８まであります。

・ 質問１，質問２，質問７，質問８は，似
に

ていますが違
ちが

う質問です。

・ 質問の内容
ないよう

などがわからないときは，手
て

をあげて先生に聞
き

いてください。

　

　このアンケートは，栃木県の小学生･中学生･高校生のふだんの生活のようすや考
かんが

えに

ついて調
しら

べるものです。この用紙
ようし

は集
あつ

めた後
あと

すぐに封
ふう

をしますので，あなたが思ったこ

とをそのまま答
こた

えてください。

回答のしかた

子どもの生活や考えに関するアンケート

２ページから８ページまで

・ 答
こた

えは，一番
いちばん

あてはまる答
こた

えの下の□の中に１つだけ○をつけてください。

※ 間違
まちが

えてしまったときは，下の図のように，消
け

しゴムは使
つか

わずに二本線
にほんせん

で消
け

してください

1 2 1 2

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

1 ○ ○ ○
○ ○

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３
1 2 3 4 5 6 7 8 9

男 女
1 2

あなたの性別
せいべつ

を答
こた

えてください。

または

回答してください

あなたの学年
がくねん

を答
こた

えてください。

【質問○】　全体
ぜんたい

の質問文です。

　　　　　　　　　　　　　　※必
かなら

ずよく読
よ
んでください。

それぞれの質問です。考
かんが

えて答
こた

えてください。



1 2 3 4

悪
く
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪
く
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪
い

悪
い

1 タバコを吸
す

う

1 2 3 4

2 お酒
さけ

を飲
の

む

1 2 3 4

3 ものを壊
こわ

したり，落書
らくが

きしたりする

1 2 3 4

4 人に暴力
ぼうりょく

をふるう

1 2 3 4

5 人のものを無断
むだん

で使
つか

う

1 2 3 4

6 万引
まんび

きをする

1 2 3 4

7 自転車
じてんしゃ

で二人
ふたり

乗
の

りをしたり横
よこ

に並
なら

んで走
はし

たりする

1 2 3 4

【質問１】

　小学生，中学生，高校生が，次のようなことをすることを，

あなたは　どう思いますか。

　「悪
わる

くない」「どちらかといえば悪
わる

くない」「どちらかといえば悪
わる

い」「悪
わる

い」の４つのうち，あてはまるものに１つだけ○をつけてく

ださい。

7 自転車で二人乗りをしたり横に並んで走ったりする

8 自転車
じてんしゃ

のかさ差
さ

し運転
うんてん

をする

1 2 3 4

9 茶髪
ちゃぱつ

にしたり化粧
けしょう

したりする

1 2 3 4

10 深夜
しんや

出歩
である

く

1 2 3 4

11

1 2 3 4

12

1 2 3 4

13 バスや電車
でんしゃ

の中で，座席
ざせき

を必要
ひつよう

以上
いじょう

にとる

1 2 3 4

14 電車
でんしゃ

の中や店
みせ

さきなどで，しゃがみこんだりじかに座
すわ

ったりする

1 2 3 4

15 ごみをポイ捨
す

てしたり置
お

きっぱなしにしたりする

1 2 3 4

※　終
お

わった人は，合図
あいず

があるまで，鉛筆
えんぴつ

を置
お

いて待
ま

っていてください。

バスや電車
でんしゃ

の中，お店
みせ

などで，まわりに人がいるときに，大声
おおごえ

で話し

たり騒
さわ

いだりする

バスや電車
でんしゃ

の中，お店
みせ

などで，まわりに人がいるときに，携帯
けいたい

電話
でんわ

で

話す



☆【質問１】と似
に

ていますが，違
ちが

う質問です。よく読
よ

んで回答
かいとう

してください。

1 2

　
し
て
は
い
け
な
い

　
ま
ぁ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

1 タバコを吸
す

う

1 2

2 深夜
しんや

に遊
あそ

び回
まわ

る

1 2

3 友だちをいじめたり仲間
なかま

はずれにしたりする

1 2

4 バイクに乗
の

る

1 2

5 人の自転車
じてんしゃ

にだまって乗
の

る

1 2

6 万引
まんび

きをする

1 2

1 2

【質問２】

  次のようなことを，あなたと同
おな

じ年頃
としごろ

の子が行
おこな

うことについて

あなたの友だちはどう思っている と思いますか。

　「してはいけない」「まぁいいんじゃない」の２つのうち，あて

はまるほうに１つだけ○をつけてください。

7 学校のものをわざと壊
こわ

す

1 2

8 友だちが万引
まんび

きした物
もの

を買
か

う

1 2

9 髪
かみ

を染
そ

める

1 2

10 他
た

人
にん

に暴力
ぼうりょく

をふるう

1 2

11 授業
じゅぎょう

に出
で

ないでほかのことをしている

1 2

12 人をおどして金
かね

や物
もの

をとりあげる

1 2

13 ピアスをする（耳たぶに穴
あな

をあけてかざりをつける）

1 2

14 酒
さけ

を飲
の

む

1 2

15 特別
とくべつ

な理由
りゆう

がないのにさぼって学校に行かない

1 2

※　終
お

わった人
ひと

から，次
つぎ

のページへ進
すす

んでください



1 2 3 4 5

反
対
（

そ
れ
は
ち
が
う
）

や
や
反
対

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
賛
成

賛
成
（

そ
の
と
お
り
だ
）

1 いじめっ子の言
い

い分
ぶん

も尊重
そんちょう

（大切
たいせつ

に）するべきだ

1 2 3 4 5

2 いじめられている子をみたら，助
たす

けるべきだ

1 2 3 4 5

3 いけないことをされたら，少しぐらいは仕返
しかえ

ししてもよい

1 2 3 4 5

4 かげでだったら，少しくらい人の悪口
わるぐち

を言ってもよい

1 2 3 4 5

5 いじめは，少しくらいはあったほうがよい

1 2 3 4 5

6 いじめられている子をかばってあげたい

1 2 3 4 5

7 冗談
じょうだん

として，人をからかうくらいは許
ゆる

されるべきだ

1 2 3 4 5

8 いじめはなくならないだろう

1 2 3 4 5

【質問３】

　次の質問について，「反対
はんたい

（それはちがう）」「やや反対
はんたい

」「どちらとも

いえない」「やや賛成
さんせい

」「賛成
さんせい

（そのとおりだ）」の５つの中
なか

から，あなた

の考
かんが

えにあてはまるものに１つだけ○をつけてください

いじめはなくならないだろう

9 いじめは，絶対
ぜったい

にしてはいけない

1 2 3 4 5

10 いじめは，必
かならず

しも悪
わる

いものではない

1 2 3 4 5

11 クラスでいじめが起
お

こったら，クラス全員
ぜんいん

に責任
せきにん

がある

1 2 3 4 5

12 後輩
こうはい

をしごく（下級生
かきゅうせい

にきびしくする）ことも時には必要
ひつよう

だ

1 2 3 4 5

13 きらいな子を無視
むし

してしまうのは，仕方
しかた

がない

1 2 3 4 5

14 どんなにわがままな子がいても，集団
しゅうだん

で責
せ

めてはいけない

1 2 3 4 5

15 いじめがあっても，たいしたことではない

1 2 3 4 5

16 いじめ問題
もんだい

を学級
がっきゅう

で話
はな

し合
あ

うべきだ

1 2 3 4 5

17 けんかくらいできなくては一人前
いちにんまえ

ではない

1 2 3 4 5

18

1 2 3 4 5

クラスで起
お

こったけんかやいじめを先生に言うと，仕返
しかえ

しされるので

言いたくない



1 2

な
い

あ
る

1

1 2

2 誰
だれ

かの落書
らくがき

が黒板
こくばん

に書
か

かれていたので，それを見て笑
わら

った

1 2

3 誰
だれ

かに物を隠
かく

された人が探
さが

し回
まわ

っていても，知
し

らないふりをした

1 2

4 誰
だれ

かが変
へん

なあだ名で呼
よ

ばれているので，自分もそのあだ名で呼
よ

んだ

1 2

5 誰
だれ

かがほかの人のノートに落書
らくがき

をしているとき，自分も見に行った

1 2

6 誰
だれ

かから嫌
きら

いだと言
い

われている人とは，自分もかかわらないようにした

1 2

7 誰
だれ

かがほかの人に文句
もんく

を言いに行くとき，自分もついて行った

1 2

8 誰
だれ

かがからかわれているのを見て笑
わら

った

1 2

9 誰
だれ

かがけんかをしていると聞
き

いて，わざわざ見に行った

1 2

10 誰
だれ

かの悪
わる

い噂
うわさ

を聞
き

いて，それをほかの人にも話
はな

した

1 2

1 2

　
　
い
い
え

　
　
は
い

1 いつもよろこんで，クラスの人と協力
きょうりょく

できますか

1 2

2 ときどき，先生の言
い

うことに，さからいたくなることがありますか

1 2

3 ときどき，物
もの

を投
な

げたり，こわしたりしたくなることがありますか

1 2

4 失敗
しっぱい

したとき，いつも自分のせいにしますか

1 2

5

1 2

6 自分の失敗
しっぱい

を，ときどきほかの人のせいにしますか

1 2

7 助
たす

けてほしがっている人がいれば，いつもその人を助
たす

けますか

1 2

8

1 2

※　次
つぎ

のページへ進
すす

んでください

【質問４】

　あなたにはこの一年
いちねん

のあいだで，次のようなことがありましたか。

「ない」「ある」の２つのうち，あてはまるほうに１つだけ○をつけてくださ

い。

誰
だれ

かの悪口
わるくち

が書
か

かれた手紙が回
まわ

ってきたので，自分が読
よ

んだ後
あと

で次の人に回
まわ

した

【質問５】

　次の質問について，「いいえ」か「はい」の２つのうち，あてはまるほうに１

つだけ○をつけてください。

「ありがとう」とか「ごめんなさい」と言
い

うのを，わすれたことがありますか

テレビをみているとき，家
いえ

の人に用事
ようじ

をたのまれて，はらがたったことがありますか



1 2 3 4

　
ま
っ
た
く
な
い

　
あ
ま
り
な
い

　
と
き
ど
き
あ
る

　
よ
く
あ
る

1 わたしは，朝，自分で起
お

きる
1 2 3 4

2 わたしは，家族
かぞく

に ｢おはよう｣ ｢おはようございます｣ などのあいさつをする
1 2 3 4

3 わたしは，家庭
かてい

学習を言
い

われなくても自分からする
1 2 3 4

4 わたしは，年下
としした

の子のめんどうをみる
1 2 3 4

5 わたしは，時間を守
まも

れない
1 2 3 4

6 わたしは，がまん強
づよ

く最後
さいご

までがんばる
1 2 3 4

7 わたしは，あれこれアドバイスしてくれる人とつき合
あ

うのはめんどうだと思
おも

う
1 2 3 4

8 わたしは，誰
だれ

かの役
やく

にたっていると思
おも

う
1 2 3 4

9 わたしは，失敗
しっぱい

したり困難
こんなん

があると，やる気
き

がなくなる
1 2 3 4

10 わたしのクラスでは，教室の床
ゆか

にゴミが落
お

ちている
1 2 3 4

11 わたしのクラスでは，わたしの発表
はっぴょう

をしっかり聞
き

いてくれる
1 2 3 4

12 わたしのクラスでは，教室内
きょうしつない

の約束事
やくそくごと

は話し合
あ

って決
き

める
1 2 3 4

13 わたしは，クラスの人
ひと

から感謝
かんしゃ

されたり喜
よろこ

ばれたりする
1 2 3 4

14 先生は，授業
じゅぎょう

の中でクラスの人と協力
きょうりょく

して学習する時間
じかん

をとる
1 2 3 4

【質問６】

　この一年のあいだで，次のようなことがありましたか。

「まったくない」「あまりない」「ときどきある」「よくある」の４つの中
なか

から，あてはまるものに１つだけ○をつけてください。

先生は，授業の中でクラスの人と協力して学習する時間をとる

15 先生は，みんながより良
よ

く生活
せいかつ

ができるよう考
かんが

える時間をとる
1 2 3 4

16 先生は，自分の将来
しょうらい

について考
かんが

える時間をとる
1 2 3 4

17 先生は，わたしががんばったことをほめてくれる
1 2 3 4

18 先生は，話を聞
き

いて欲
ほ

しいときにわたしの話を聞
き

いてくれる
1 2 3 4

19 先生は，大切
たいせつ

なことを守
まも

らないときは厳
きび

しくしかってくれる（指導
しどう

してくれる）

1 2 3 4

20 先生は，「きまり」や「ルール」を守
まも

らなければならない理由
りゆう

を話してくれる
1 2 3 4

21 わたしの学校は，先生同士
どうし

が協力
きょうりょく

している
1 2 3 4

22 わたしの家
いえ

では，家
いえ

の中の約束事
やくそくごと

は話し合
あ

って決
き

める
1 2 3 4

23 わたしは，家族
かぞく

から感謝
かんしゃ

されたり喜
よろこ

ばれたりする
1 2 3 4

24 家
いえ

の人は，わたしががんばったことをほめてくれる
1 2 3 4

25 家
いえ

の人は，意見
いけん

が合
あ

わないときでもわたしの話を聞
き

いてくれる
1 2 3 4

26 家
いえ

の人は，大切
たいせつ

なことを守
まも

らないときは厳
きび

しくしかってくれる
1 2 3 4

27 家
いえ

の人は，「きまり」や「ルール」を守
まも

らなければならない理由
りゆう

を話す
1 2 3 4

28 わたしの家族
かぞく

は，そろって食事
しょくじ

をする
1 2 3 4

29 わたしの家族
かぞく

は，家族
かぞく

同士
どうし

が協力
きょうりょく

している
1 2 3 4

30 わたしの家族
かぞく

は，学校や先生のことをほめる
1 2 3 4

31 わたしの住
す

んでいる地域
ちいき

の大人
おとな

は，知
し

らない子どもにも注意
ちゅうい

してくれる
1 2 3 4



☆【質問１】【質問２】と似
に

ていますが，違
ちが

う質問です。気をつけて回答
かいとう

してください。

1 2

 
し
た
こ
と
が
な
い

 
し
た
こ
と
が
あ
る

1 タバコを吸
す

う

1 2

2 深夜
しんや

に遊
あそ

び回
まわ

る

1 2

3 友
とも

だちをいじめたり仲間
なかま

はずれにしたりする

1 2

4 バイクに乗
の

る

1 2

5 人の自転車
じてんしゃ

にだまって乗る

1 2

6 万引
まんび

きをする

1 2

1 2

【質問７】

　ここ１年のあいだに，

あなたは，次のことをしたことがありますか。

　「したことがない」「したことがある」の２つのうち，あてはま

るほうに１つだけ○をつけてください。

7 学校のものをわざと壊
こわ

す

8 友だちが万引
まんび

きした物
もの

を買
か

う

1 2

9 髪
かみ

を染
そ

める

1 2

10 他
た

人
にん

に暴力
ぼうりょく

をふるう

1 2

11 授業
じゅぎょう

に出
で

ないでほかのことをしている

1 2

12 人をおどして金
かね

や物
もの

をとりあげる

1 2

13 ピアスをする（耳
みみ

たぶに穴
あな

をあけてかざりをつける）

1 2

14 酒
さけ

を飲
の

む

1 2

15 特別
とくべつ

な理由
りゆう

がないのにさぼって学校に行
い

かない

1 2

次のページが最後
さいご

です。

　あと，ひとがんばりお願
ねが

いします。



☆【質問１】【質問２】【質問７】と似
に

ていますが，違
ちが

う質問です。よく読
よ

んで回答
かいとう

してください。

1 2

　
　
し
て
は
い
け
な
い

　
　
ま
ぁ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

1 タバコを吸
す

う

1 2

2 深夜
しんや

に遊
あそ

び回
まわ

る

1 2

3 友
とも

だちをいじめたり仲間
なかま

はずれにしたりする

1 2

4 バイクに乗
の

る

1 2

5 人の自転車
じてんしゃ

にだまって乗る

1 2

6 万引
まんび

きをする

1 2

【質問８】

　次のようなことを，あなたと同
おな

じ年頃
としごろ

の子が行
おこな

うことについて

あなたの先生はどう思っている と思いますか。

　「してはいけない」「まぁいいんじゃない」の２つのうち，あて

はまるほうに１つだけ○をつけてください。

す

7 学校のものをわざと壊
こわ

す

1 2

8 友だちが万引
まんび

きした物
もの

を買
か

う

1 2

9 髪
かみ

を染
そ

める

1 2

10 他
た

人
にん

に暴力
ぼうりょく

をふるう

1 2

11 授業
じゅぎょう

に出
で

ないでほかのことをしている

1 2

12 人をおどして金
かね

や物
もの

をとりあげる

1 2

13 ピアスをする（耳
みみ

たぶに穴
あな

をあけてかざりをつける）

1 2

14 酒
さけ

を飲
の

む

1 2

15 特別
とくべつ

な理由
りゆう

がないのにさぼって学校に行
い

かない

1 2

以上
いじょう

ですべて終了
しゅうりょう

です。御協力
ごきょうりょく

ありがとうございました。



分析（１）　平均の比較

栃木の子どもの規範意識　（H17年度調査とH22年度調査結果、15項目合計（15～60)の比較）
15項目全体

H17 H22 差
高２ 48.24 49.30 1.07 5%水準で有意に向上 1.07
中２ 51.14 54.41 3.27 0.1%水準で有意に向上 3.27
小５ 56.23 56.23 0.01 有意なし 0.01

155.60 159.95 4.34 4.34
3.46 3.55 0.10 0.10

項目ごと 栃木の子どもの規範意識（項目別：H17年度調査とH22年度調査結果の比較）

ポイ捨て 直座り
座席占

有
公共携

帯
公共大

声
深夜遊

び
茶髪化

粧
傘差運

転
二乗り 万引き

無断使
用

他人暴
力

破壊落
書

飲酒 タバコ 合計 平均

H17小５ 3.89 3.69 3.83 3.59 3.85 3.60 3.41 3.51 3.59 3.97 3.85 3.93 3.86 3.74 3.91 56.23 3.75 5%水準で有意 154.16
H22小５ 3.86 3.59 3.84 3.48 3.87 3.67 3.44 3.55 3.59 3.99 3.86 3.90 3.87 3.81 3.91 56.23 3.75 159.90

-0.03 -0.10 0.01 -0.11 0.02 0.07 0.03 0.04 0.00 0.02 0.01 -0.03 0.01 0.07 0.00 0.01 0.00 5.74
H17中２ 3.58 3.31 3.54 3.18 3.55 3.10 2.96 2.65 2.92 3.94 3.60 3.84 3.60 3.56 3.82 51.14 3.41 1%水準で有意 0.127463
H22中２ 3.80 3.55 3.72 3.40 3.70 3.38 3.37 3.32 3.26 3.98 3.68 3.87 3.78 3.68 3.88 54.36 3.62

0.22 0.25 0.18 0.22 0.15 0.28 0.40 0.67 0.34 0.04 0.08 0.02 0.18 0.12 0.06 3.22 0.21 5.74
H17高２ 3.52 3.09 3.39 3.11 3.42 2.45 2.16 2.33 2.46 3.87 3.44 3.80 3.55 2.84 3.38 46.79 3.12 0.1%水準で有意
H22高２ 3.65 3.25 3.47 3.18 3.48 2.60 2.38 2.70 2.79 3.98 3.56 3.83 3.67 3.09 3.66 49.30 3.29

0.14 0.16 0.08 0.07 0.06 0.15 0.22 0.37 0.33 0.10 0.12 0.03 0.12 0.26 0.29 2.51 0.17
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分析（1）　ｔ 検定

　H17年度調査とH22年度調査結果、15項目合計（15～60)の比較
表　規範意識（自分）のH１７とH22の比較（t 検定の結果）

H17 H22
高２ 48.23711 49.30311 （5%水準で有意）
中２ 51.14164 54.40885 （0.1%水準で有意）
小５ 56.22616 56.23398 （有意なし）

t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定 t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定 t-検定: 等分散を仮定した２標本による検定
小５ 中２ 高２

変数 1 変数 2 変数 1 変数 2 変数 1 変数 2
平均 56.22616 56.23398 平均 51.14164 54.4089 平均 48.23711 49.3031
分散 30.558 24.95627 分散 43.38329 36.4721 分散 60.64131 43.5261
観測数 367 359 観測数 353 384 観測数 388 386
プールされた分散 27.78809 プールされた分散 39.78194 プールされた分散 52.10586
仮説平均との差 0 仮説平均との差 0 仮説平均との差 0
自由度 724 自由度 735 自由度 772
t -0.02 t -7.02511 t -2.05424
P(T<=t) 片側 0.492025 P(T<=t) 片側 0.00000 P(T<=t) 片側 0.020144
t 境界値 片側 1 646961 t 境界値 片側 1 646929 t 境界値 片側 1 64683

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

高２

中２

小５

H22

H17

t 境界値 片側 1.646961 t 境界値 片側 1.646929 t 境界値 片側 1.64683
P(T<=t) 両側 0.984051 P(T<=t) 両側 0.00000 P(T<=t) 両側 0.040289
t 境界値 両側 1.963246 t 境界値 両側 1.963197 t 境界値 両側 1.963042

タバコ n.s タバコ 5 ％水準で有意に向上 タバコ 0.1 ％水準で有意に向上

飲酒 n.s 飲酒 n.s 飲酒 0.1 ％水準で有意に向上

破壊落書 n.s 破壊落書 0.1 ％水準で有意に向上 破壊落書 1 ％水準で有意に向上

他人暴力 n.s 他人暴力 n.s 他人暴力 n.s
無断使用 n.s 無断使用 5 ％水準で有意に向上 無断使用 1 ％水準で有意に向上

万引き n.s 万引き 5 ％水準で有意に向上 万引き 0.1 ％水準で有意に向上

二乗り n.s 二乗り 0.1 ％水準で有意に向上 二乗り 0.1 ％水準で有意に向上

傘差運転 n.s 傘差運転 0.1 ％水準で有意に向上 傘差運転 0.1 ％水準で有意に向上

茶髪化粧 n.s 茶髪化粧 0.1 ％水準で有意に向上 茶髪化粧 1 ％水準で有意に向上

深夜遊び n.s 深夜遊び 0.1 ％水準で有意に向上 深夜遊び 5 ％水準で有意に向上

公共大声 n.s 公共大声 0.1 ％水準で有意に向上 公共大声 n.s
公共携帯 5 ％水準で有意に下がった 公共携帯 0.1 ％水準で有意に向上 公共携帯 n.s
座席占有 n.s 座席占有 0.1 ％水準で有意に向上 座席占有 n.s
直座り n.s 直座り 0.1 ％水準で有意に向上 直座り 5 ％水準で有意に向上

ポイ捨て n.s ポイ捨て 0.1 ％水準で有意に向上 ポイ捨て 1 ％水準で有意に向上

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

高２

中２

小５

H22

H17



分析（2）　相関分析 分析に利用する規範意識の本体

平均の比較

小学校 中学校 高校

0.73 0.83 1.75

14.58 14.53 13.77

14.14 13.20 10.10

問題行動経験は、学校種が上がるほど増える

仲間規範
合計

先生規範
合計

問題行動
合計

Pearson の相関係数 1 .358 -.369

有意確率 (両側) .000 .000

N 1084 1077 1078

Pearson の相関係数 .358 1 -.369

有意確率 (両側) .000 .000

学校種 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 N 1077 1080 1074

小学校 仲間規範合計 1084 0 15 14.14 1.711 Pearson の相関係数 -.369 -.369 1

先生規範合計 1080 3 15 14.58 1.141 有意確率 (両側) .000 .000

問題行動合計 1081 15 25 15.73 1.166 N 1078 1074 1081

自分規範合計 1078 28 60 56.58 4.361 Pearson の相関係数 1 .430 -.406

いじめ容認合計 1043 18 76 37.12 10.058 有意確率 (両側) .000 .000

いじめ加担合計 1076 10 20 11.55 1.937 N 1125 1120 1119

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄごと) 1010 Pearson の相関係数 .430 1 -.271

「仲間規範」合計

栃木の子どもの規範意識の現状 栃木の子どもの規範意識の現状

各尺度合計値の記述統計量

２つの規範意識と問題行動経験との相関係数

学校種

小学校
「仲間規範」

合計

「問題行動経験」合計

「先生規範」合計

「先生規範」
合計

「問題行動経
験」合計

「仲間規範」
合計

中学校

0 5 10 15

「問題行動経験」合

計

「先生規範」合計

「仲間規範」合計

小学校

中学校

高校

有効なｹ ｽの数 (ﾘｽﾄごと) 1010 Pearson の相関係数 .430 1 .271

中学校 仲間規範合計 1125 0 15 13.20 2.632 有意確率 (両側) .000 .000

先生規範合計 1125 0 15 14.53 1.427 N 1120 1125 1119

問題行動合計 1124 15 27 15.83 1.445 Pearson の相関係数 -.406 -.271 1

自分規範合計 1117 15 60 54.65 5.809 有意確率 (両側) .000 .000

いじめ容認合計 1106 19 79 42.51 10.931 N 1119 1119 1124

いじめ加担合計 1123 10 20 12.17 2.133 Pearson の相関係数 1 .351 -.387

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄごと) 1073 有意確率 (両側) .000 .000

高校 仲間規範合計 1151 0 15 10.10 3.242 N 1151 1137 1138

先生規範合計 1144 0 15 13.77 2.283 Pearson の相関係数 .351 1 -.289

問題行動合計 1146 15 30 16.75 2.361 有意確率 (両側) .000 .000

自分規範合計 1148 15 60 49.76 7.045 N 1137 1144 1132

いじめ容認合計 1145 25 82 49.94 9.486 Pearson の相関係数 -.387 -.289 1

いじめ加担合計 1155 10 20 12.43 2.175 有意確率 (両側) .000 .000

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄごと) 1100 N 1138 1132 1146

「仲間規範」
合計

「先生規範」
合計

「問題行動経
験」合計

高校

「先生規範」
合計

「問題行動経
験」合計



分析（3）　階層的重回帰分析

従属変数：

　問題行動経験（合 標準化係数 有意確率 標準化係数 有意確率 標準化係数 有意確率
（ベータ） (P値) （ベータ） (P値) （ベータ） (P値)

独立変数 規範意識（仲間） -0.186 0.000 -0.310 0.000 -0.301 0.000
独立変数 規範意識（先生） -0.183 0.000 -0.093 0.019 -0.192 0.000
独立変数 　　規範意識（仲間）
独立変数 　　　ｘ規範意識（先
独立変数 社会的望ましさの合計 -0.314 0.000 -0.214 0.000 -0.113 0.000

調整済み　R
２
乗

P＜0.05　より交互作用　→　下位検定の実施 この比較結果より、結論②を考察した。

小学生の詳細データ

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率
 F 変化量

1 .394 .155 .155 1.054 .155 193.682 1 1053 .000

2 .517 .267 .265 .983 .112 79.927 2 1051 .000

3 .520 .270 .267 .981 .003 4.799 1 1050 .029

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

18.677 .216 86.624 .000

-.225 .016 -.394 -13.917 .000 1.000 1.000

18.028 .208 86.515 .000

-.176 .016 -.307 -11.202 .000 .928 1.077

規範意識が「問題行動経験」に与える影響の違い　（発達の段階別：階層的重回帰分析の結果

モデル

(定数)

社会的望ましさの合計

(定数)

社会的望ましさの合計

左の表は、下記の表中の黄色に塗った
数値を集めてまとめたもの。

標準化係数は、影響の大きさ（大きい
ほど関係がある）
有意確率は、独立変数と従属変数の
関係がない確率（小さいほど偶然では
ないことになる＝５％未満の場合　『有
意』　つまり有意な関係がある）

1

2

標準化されていない係数
t 値 有意確率

共線性の統計量

係数a

モデル集計

モデル R R2 乗
調整済み
R2 乗

0.267 0.216 0.192

小学校 中学校 高校

0.071 0.029 0.005 0.889 -0.023 0.491

推定値の標準
誤差

変化の統計量

.176 .016 .307 11.202 .000 .928 1.077

-.137 .020 -.202 -6.988 .000 .837 1.195

-.227 .029 -.218 -7.710 .000 .872 1.147

18.068 .209 86.529 .000

-.179 .016 -.314 -11.398 .000 .916 1.091

-.126 .020 -.186 -6.282 .000 .790 1.266

-.190 .034 -.183 -5.633 .000 .659 1.518

.016 .008 .071 2.191 .029 .654 1.530

中学生のデータ　

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率
F 変化量

1 .309 .095 .095 1.379 .095 116.393 1 1104 .000

2 .468 .219 .217 1.282 .123 87.046 2 1102 .000

3 .468 .219 .216 1.283 .000 .019 1 1101 .889

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

18.632 .263 70.969 .000

-.224 .021 -.309 -10.789 .000 1.000 1.000

17.771 .253 70.274 .000

-.155 .020 -.214 -7.743 .000 .931 1.074

-.171 .017 -.311 -10.249 .000 .769 1.300

-.099 .030 -.097 -3.268 .001 .808 1.238

17.772 .253 70.231 .000

-.155 .020 -.214 -7.731 .000 .926 1.079

-.171 .017 -.310 -10.043 .000 .743 1.345

-.095 .041 -.093 -2.342 .019 .449 2.229

.001 .008 .005 .139 .889 .455 2.199

係数a

(定数)

t 値 有意確率
共線性の統計量

(定数)

社会的望ましさの合計

仲間修正小学生

先生修正小学生

仲間修正ｘ先生修正小学生

社会的望ましさの合計

仲間修正中学生

(定数)

モデル

モデル集計

社会的望ましさの合計

先生修正中学生

(定数)

R2 乗

標準化されていない係数

調整済み
R2 乗

1

2

3

社会的望ましさの合計

仲間修正中学生

先生修正中学生

仲間修正ｘ先生修正中学生

推定値の標準
誤差

変化の統計量

3

モデル R

社会的望ましさの合計

仲間修正小学生

先生修正小学生



高校生のデータ　

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率
F 変化量

1 .205 .042 .041 2.300 .042 49.046 1 1116 .000

2 .441 .194 .192 2.111 .152 105.142 2 1114 .000

3 .441 .195 .192 2.111 .000 .475 1 1113 .491

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

1 19.735 .435 45.408 .000

-.252 .036 -.205 -7.003 .000 1.000 1.000

2 18.395 .411 44.758 .000

-.141 .034 -.114 -4.128 .000 .942 1.062

-.218 .021 -.302 -10.278 .000 .835 1.197

-.181 .029 -.177 -6.170 .000 .877 1.140

3 18.389 .411 44.725 .000

-.139 .034 -.113 -4.073 .000 .938 1.066

-.217 .021 -.301 -10.188 .000 .830 1.205

-.196 .036 -.192 -5.392 .000 .573 1.745

-.005 .007 -.023 -.689 .491 .640 1.561

表９　規範意識の高群と低群による交互作用　（下位検定　小学校）表８　発達による「問題行動経験」への影響の違い　（詳細）

モデル集計

係数a

仲間ｘ先生高校生

モデル

先生修正高校生

(定数)

社会的望ましさの合計

仲間修正高校生

先生修正高校生

(定数)

社会的望ましさの合計

(定数)

社会的望ましさの合計

仲間修正高校生

共線性の統計量
t 値 有意確率

標準化されていない係数

調整済み
R2 乗

推定値の標準
誤差

変化の統計量

モデル
R R2 乗

表９　規範意識の高群と低群による交互作用　（下位検定　小学校）

標準化係数 小学生 標準化係数

ベータ モデル ベータ

-.186 -6.282 .000 .267 ａ仲間規範　合計-平均 -.159 -4.545 .000

-.183 -5.633 .000 ｂ先生規範　高群 -.183 -5.633 .000

-.314 -11.398 .000 ａｘｂ .085 2.191 .029

.071 2.191 .029 社会的望ましさの合計 -.314 -11.398 .000

-.310 -10.043 .000 .216 ａ仲間規範　合計-平均 -.214 -7.291 .000

-.093 -2.342 .019 ｃ先生規範　低群 -.183 -5.633 .000

-.214 -7.731 .000 ａｘｃ .067 2.191 .029

.005 .139 .889 社会的望ましさの合計 -.314 -11.398 .000

-.301 -10.188 .000 .192

-.192 -5.392 .000 ｄ先生規範　合計－平均 -.156 -3.893 .000

-.113 -4.073 .000 ｅ仲間規範　高群 -.186 -6.282 .000

-.023 -.689 .491 ｄｘｅ .089 2.191 .029

社会的望ましさの合計 -.314 -11.398 .000

ｄ先生規範　合計－平均 -.268 -6.588 .000

ｆ仲間規範　低群 -.203 -7.020 .000

ｄｘｆ -.067 -1.697 .090

社会的望ましさの合計 -.303 -11.023 .000

　従属変数：問題行動経験

　従属変数：問題行動経験

t 値 有意確率

①

②

.267

.267

.267

.267

調整済み
R２乗

仲間修正中学生

先生修正中学生

社会的望ましさの合計

仲間修正ｘ先生修正中学生

仲間修正高校生

仲間修正ｘ先生修正小学生

先生修正高校生

社会的望ましさの合計

仲間ｘ先生高校生

表８　発達による 問題行動経験」 の影響の違い　（詳細）

t 値 有意確率
調整済み
 R2 乗

モデル

小学校

中学校

高校

仲間修正小学生

先生修正小学生

社会的望ましさの合計



分析（3）　下位検定　階層的重回帰分析 単純傾斜の検定

①　先生規範の高群　　小学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
3 .520 .270 .267 .981 .003 4.799 1 1050 .029

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

3 17.851 .217 82.446 .000

-.179 .016 -.314 -11.398 .000 .916 1.091

-.108 .024 -.159 -4.545 .000 .571 1.752 ※１
-.190 .034 -.183 -5.633 .000 .659 1.518

.016 .008 .085 2.191 .029 .456 2.191

①　先生規範の低群　小学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
3 .520 .270 .267 .981 .003 4.799 1 1050 .029

モデル集計

モデル R R2 乗
調整済み R2

乗
推定値の標

準誤差

変化の統計量

　従属変数：問題行動経験

係数a

モデル
標準化されていない係数

t 値 有意確率
共線性の統計量

(定数)

社会的望ましさの合計

仲間規範

先生規範above

仲間規範ｘ先生規範above

モデル集計

モデル R R2 乗
調整済み R2

乗
推定値の標

準誤差

変化の統計量

係数a

考察

　※１と※２の標準化係数
（ベータ）を比較すると、※２
の値の方が大きくなってい
る。このことから、先生規範
の高群も低群も、仲間規範
が問題行動経験を有意に
抑制しているが、先生規範
の低群で、仲間規範がやや
大きく問題行動経験を抑制
している。

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

3 18.286 .208 87.872 .000

-.179 .016 -.314 -11.398 .000 .916 1.091

-.145 .020 -.214 -7.291 .000 .806 1.240 ※２
-.190 .034 -.183 -5.633 .000 .659 1.518

.016 .008 .067 2.191 .029 .753 1.329

問題行動経験に対する先生規範と仲間規範の交互作用
（単純傾斜の検定）

共線性の統計量
モデル

(定数)

社会的望ましさの合計

標準化されていない係数
t 値 有意確率

仲間規範

先生規範below

仲間規範ｘ先生規範below

　従属変数：問題行動経験

17.6

17.7

17.8

17.9

18

18.1

18.2

18.3

18.4

18.5

18.6

問
題
行
動
経
験
頻
度

低群 高群

仲間規範

先生-…
先生+…



②　仲間規範の高群　　小学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
3 .520 .270 .267 .981 .003 4.799 1 1050 .029

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

3 17.852 .219 81.456 .000

-.179 .016 -.314 -11.398 .000 .916 1.091

-.126 .020 -.186 -6.282 .000 .790 1.266

-.162 .042 -.156 -3.893 .000 .433 2.308 ※３
.016 .008 .089 2.191 .029 .419 2.389

②　仲間規範の低群　　小学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
3 .519 .269 .266 .982 .002 2.881 1 1050 .090

標準化係数

社会的望ましさの合計

仲間規範above

モデル集計

推定値の標
準誤差

変化の統計量

　従属変数：問題行動経験

変化の統計量

係数a

モデル
標準化されていない係数

t 値 有意確率
共線性の統計量

モデル
R R2 乗

調整済み R2
乗

推定値の標
準誤差

(定数)

先生規範

仲間規範aboveｘ先生規範

調整済み R2
乗

考察

　※３と※４の標準化係数
（ベータ）を比較すると、※４
の値の方が大きくなってい
る。このことから、仲間規範
の高群も低群も、先生規範
が有意に問題行動経験を
抑制しているが、仲間規範
の低群で、先生規範がより
大きく問題行動経験を抑制
している。

標準化されていない係数
t 値 有意確率

共線性の統計量

モデル集計

モデル R
R2 乗

係数a

モデル
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

3 18.252 .204 89.538 .000

-.173 .016 -.303 -11.023 .000 .922 1.085

-.137 .020 -.203 -7.020 .000 .837 1.195

-.279 .042 -.268 -6.588 .000 .422 2.370 ※４
-.014 .009 -.067 -1.697 .090 .452 2.211

問題行動経験に対する先生規範と仲間規範の交互作用
（単純傾斜の検定）

先生規範

仲間規範belowｘ先生規範

　従属変数：問題行動経験

(定数)

社会的望ましさの合計

t 値 有意確率モデル

仲間規範below

17.6

17.7

17.8

17.9

18

18.1

18.2

18.3

18.4

18.5

18.6

問
題
行
動
経
験
頻
度

低群 高群

先生規範

仲間-…
仲間+…



分析（4）　分類
小学生　４タイプ 中学生　４タイプ 高校生　４タイプ

1 805 A　まじめ 1 725 A　まじめ 1 244 A　まじめ
2 151 C　同調 2 96 C　同調 2 50 C　同調
3 70 B　観衆 3 180 B　観衆 3 459 B　観衆
4 52 D　不良 4 118 D　不良 4 385 D　不良

1078 1119 1138

9 11 21

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)
Ａ型 805 75% ▲   **  725 65% ▲   **  244 21% ▽   **  
Ｂ型 151 14% ▲   *  96 9% 　   ns  50 4% ▽   *  
Ｃ型 70 6% ▽   **  180 16% 　   ns  459 40% ▲   **  
Ｄ型 52 5% ▽   **  118 11% 　    +  385 34% ▲   **  
合計 1,078 100% 1,119 100% 1,138 100%

（▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05）  +p<.10  *p<.05  **p<.01

栃木の子どもの４分類の現状（発達の段階別）

各クラスタのケース数（人）

クラスタ

有効

欠損値

各クラスタのケース数（人）

クラスタ

有効

欠損値

各クラスタのケース数（人）

クラスタ

χ２乗検定 χ２乗検定 χ２乗検定

有効

欠損値

栃木の子どもの４分類の現状（χ２乗検定の結果）
小学生 中学生 高校生

Ａ 型（まじめ型）

規範意識 高

問題行動 少

Ｂ 型（同調型）

規範意識 高

問題行動 多

規範意識 高

小学生
A まじめ

B 同調

栃木の子どもの４分類の現状（分類別）

0% 20% 40% 60% 80%

D 不良

C 観衆

B 同調

A まじめ

小学生

中学生

高校生

0% 20% 40% 60% 80%

高校生

中学生

小学生

Ａ 型（まじめ型）

規範意識 高

問題行動 少

0% 20% 40% 60%

高校生

中学生

小学生

Ｄ 型（不良型）

規範意識 低

問題行動 多

0% 20% 40% 60%

高校生

中学生

小学生

Ｃ 型（観衆型）

規範意識 低

問題行動 少

0% 10% 20%

高校生

中学生

小学生

Ｂ 型（同調型）

規範意識 高

問題行動 多

規範意識 高

規範意識 低

問
題
行
動
経
験

多

問
題
行
動
経
験

少

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

中学生

小学生
A まじめ

B 同調

C 観衆

D 不良



分析（６）　χ２乗検定

「カイ自乗検定の結果」 人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)
（上段実測値、下段期待値） Ａ型 805 75% ▲   **  725 65% ▲   **  244 21% ▽   **  
------------------------ Ｂ型 151 14% ▲   *  96 9% 　   ns  50 4% ▽   *  

75 65 21 Ｃ型 70 6% ▽   **  180 16% 　   ns  459 40% ▲   **  
53.667 54.203 53.13 Ｄ型 52 5% ▽   **  118 11% 　    +  385 34% ▲   **  

------------------------ 合計 1,078 100% 1,119 100% 1,138 100%
14 9 4 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05） +p<.10  *p<.05  **p<.01
9 9.09 8.91

------------------------
6 16 40

20.667 20.873 20.46
------------------------

5 11 34
16.667 16.833 16.5

x2(6)=  94.502   ,  p<.01
Phi=0.396

「　残差分析の結果　」 70 180

（上段調整された残差、下段検定結果） 151 96

------------------------ 52 118

5.24 2.645 -7.911 273 394
** ** **

χ２乗検定
小学生 中学生 高校生

栃木の子どもの４分類の現状（χ２乗検定の結果）

χ２乗検定χ２乗検定

 **   **    **  
------------------------

2.14 -0.038 -2.107
   *    ns     *  
------------------------ 小学生

-4.436 -1.47 5.925 0
  **    ns    **  
------------------------ 分類 小学生 中学生 高校生

-3.834 -1.912 5.766 D　不良 5% 11% 34%
  **     +    **  C　観衆 14% 16% 40%

B　同調 6% 9% 4%
 +p<.10  *p<.05  **p<.01 A　まじめ 75% 65% 21%

「　実測値と残差分析の結果　」
------------------------

75 ▲ 65 ▲ 21
14 ▲ 9 　 4
6 ▽ 16 　 40
5 ▽ 11 　 34

------------------------
（▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05）

全体の平均で分類し
  _/_/_/ Analyzed by JavaScript-STAR _/_/_/ 分類 小学生 中学生 高校生 高校生 中学生

Ａ型 805 295% 725 184% 244 27% A　まじめ 21% 65%

Ｂ型 70 55% 180 46% 459 51% B　同調 4% 9%



分析（5）　ロジスティック回帰分析　　発達の段階別

学校種 B
標準
誤差

Wald
有意
確率

Exp
(B)

B
標準
誤差

Wald
有意
確率

Exp
(B)

私は時間を守れる .366 .103 12.605 .000 1.441 教室にゴミが落ちていない -.502 .244 4.228 .040 .605

私は家庭学習を自主的にする .220 .082 7.163 .007 1.246 家族は意見が違っても話を聴いてくれ -.452 .159 8.075 .004 .636

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない .211 .085 6.070 .014 1.234 -.343 .077 19.635 .000 .709

先生はほめてほしいことをほめてくれる -.207 .101 4.240 .039 .813

社会的望ましさの合計 .364 .045 64.519 .000 1.439 私は家庭学習を自主的にする -.466 .095 7.590 .000 .628

Nagelkerke R2 乗 先生は大切なことが守れないと叱る -.458 .107 18.822 .000 .633

先生は生活を考える時間をとる .346 .037 52.749 .000 1.414 私は家族にあいさつする -.262 .131 7.474 .006 .770

教室にゴミが落ちていない .287 .089 15.090 .000 1.332 教室にゴミが落ちていない -.358 .129 12.672 .006 .699

学校の先生同士は協力的だと思う .227 .082 12.167 .015 1.255 -.312 .058 28.931 .000 .732

先生は大切なことが守れないと叱る .239 .094 5.859 .018 1.270

社会的望ましさの合計 .272 .101 5.632 .000 1.312 私は家庭学習を自主的にする -.327 .066 24.357 .000 .721

Nagelkerke R2 乗 私の家族は学校や先生をほめる -.367 .091 10.164 .000 .693

教室にゴミが落ちていない .332 .091 13.407 .000 1.394 私は誰かの役に立っていると思う .290 .082 9.023 .001 1.337

学校の先生同士は協力的だと思う .300 .102 8.642 .003 1.350 教室にゴミが落ちていない -.247 .084 4.246 .003 .781

私の家族は学校や先生をほめる .256 .089 8.262 .004 1.292 地域には子どもを注意する大人いると思-.169 .085 4.403 .033 .844

社会的望ましさの合計 .265 .044 36.675 .000 1.304 学校の先生同士は協力的だと思う -.179 .085 18.476 .036 .836

Nagelkerke R2 乗 先生は協力学習の時間をとる -.174 .079 4.546 .039 .840

従属変数：「まじめ型」 -.123 .038 10.516 .001 .884

.166

方程式中の変数 方程式中の変数

中学校

社会的望ましさの合計

社会的望ましさの合計

Nagelkerke R2 乗

学校種

小学校

従属変数：「不良型」

規範意識を醸成する「具体的な指導の手がかり」（発達の段階別）

高校

.237

.198

.140

社会的望ましさの合計

Nagelkerke R2 乗

.152

.212

小学校

中学校

高校

従属変数：「A型　（まじめ型）」 従属変数：「D型（不良型）」

Nagelkerke R2 乗



質問項目（略称） B
有意
確率

リスク
確率

B
有意確

率
リスク
確率

B
有意
確率

リスク
確率

B 有意確率
リスク
確率

B
有意
確率

リスク
確率

B
有意
確率

リスク
確率

教室にゴミが落ちてない -.502 .040 .605 .287 .000 1.332 -.358 .006 .699 .332 .000 1.394 -.247 .003 .781

先生同士協力的だと思う .227 .015 1.255 .300 .003 1.350 -.179 .036 .836

家庭学習自主的にする .220 .007 1.246 -.466 .000 .628 -.327 .000 .721

私は時間を守れる .366 .000 1.441

人づき合いは面倒でない .211 .014 1.234

先生はほめてくれる -.207 .039 .813

家族は聴いてくれる -.452 .004 .636

先生は生活考える時間とる .346 .000 1.414

先生大切事守れないと叱る .239 .018 1.270 -.458 .000 .633

家族にあいさつする -.262 .006 .770

家族は学校先生をほめる .256 .004 1.292 -.367 .000 .693

地域に注意する大人いる -.169 .033 .844

先生は協力学習時間をとる -.174 .039 .840

私は誰かの役に立っている .290 .001 1.337

高校

従属変数：「Ａ型」

高校

従属変数：「Ａ型」 従属変数：「Ａ型」従属変数：「Ｄ型」 従属変数：「Ｄ型」

小学校 中学校

共通

小学校

中学校

.140 .166Nagelkerke R2 乗 .237 .152 .198 .212

従属変数：「Ｄ型」

規範意識を醸成する「具体的な指導の手がかり」（発達の段階別）



分析（6）　階層的重回帰分析

度数 最小値 最大値 平均値 差

いじめ容認合計 1043 18 76 37.12 10.058

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1043

いじめ容認合計 1106 19 79 42.51 10.931

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1106

いじめ容認合計 1145 25 82 49.94 9.486

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1145

階層的重回帰分析により

従属変数：いじめ容認態度尺度

小学生の結果 R R2 乗
調整済み
R2 乗

推定値の標
準誤差

.535 .286 .284 8.427

モデル 標準化係数 標準化係数

B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 62.600 1.833 34.147 .000 社会的望ましさの合計 -.388 .000

社会的望ましさの合計 -1.934 .138 -.388 -13.990 .000 → 仲間の規範意識(修正) -.222 .000

仲間規範 -1.299 .174 -.222 -7.452 .000 抜粋 先生の規範意識(修正) -.136 .000

先生規範 -1.227 .296 -.136 -4.141 .000 仲間(修正)ｘ先生(修正) -.044 .184

仲間ｘ先生 -.086 .065 -.044 -1.331 .184 調整済み R2 乗

中学生の結果

.587 .344 .342 8.890

従属変数：いじめ容認尺度 従属変数：いじめ容認尺度

記述統計量

係数a標準化され な 係
数

t 値 有意確率
有意確率

モデル集計

学校種

小学校

中学校

高校

.284

モデル集計

R R2 乗
調整済み
R2 乗

推定値の標
準誤差

0 5 10 15

小学校

中学校

高校

いじめ容認尺度

いじめ容認尺度

標準化係数 t 値 有意確率 標準化係数

B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 68.178 1.770 38.524 .000 社会的望ましさの合計 -.367 .000

社会的望ましさの合計 -2.022 .141 -.367 -14.374 .000 → 仲間規範 -.348 .000

仲間規範 -1.452 .119 -.348 -12.248 .000 抜粋 先生規範 -.155 .000

先生規範 -1.232 .286 -.155 -4.302 .000 仲間ｘ先生 -.150 .000

仲間ｘ先生 -.221 .053 -.150 -4.192 .000 調整済み R2 乗 .342

 a. 従属変数 いじめ容認合計  a. 従属変数 いじめ容認合計

高校生の結果

.478 .229 .226 8.358

係数a

モデル 標準化係数 標準化係数 有意確率

B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 64.209 1.628 39.432 .000 社会的望ましさの合計 -.241 .000

社会的望ましさの合計 -1.199 .135 -.241 -8.866 .000 → 仲間の規範意識(修正) -.292 .000

仲間規範 -.853 .085 -.292 -10.074 .000 抜粋 先生の規範意識(修正) -.148 .000

先生規範 -.610 .144 -.148 -4.238 .000 仲間(修正)ｘ先生(修正) -.035 .292

仲間ｘ先生 -.030 .029 -.035 -1.054 .292 調整済み R2 乗
 a. 従属変数 いじめ容認合計  a. 従属変数 いじめ容認合計

.226

係数a

標準化され な 係
数

t 値 有意確率

モデル集計

R R2 乗
調整済み
R2 乗

推定値の標
準誤差

モデル

標準化され な 係
数

モデル 有意確率

係数a



分析（6）　下位検定　　階層的重回帰分析 単純傾斜の検定

①　先生規範の高群　　中学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
.587 .344 .342 8.890 .011 17.576 1 1083 .000

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

3 66.420 1.831 36.275 .000

-2.022 .141 -.367 -14.374 .000 .929 1.077

-1.767 .152 -.423 -11.655 .000 .459 2.177 ※１
-1.232 .286 -.155 -4.302 .000 .467 2.142

-.221 .053 -.194 -4.192 .000 .283 3.534

①　先生規範の低群　中学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
.587 .344 .342 8.890 .011 17.576 1 1083 .000

モデル集計

R R2 乗
調整済み
 R2 乗

推定値の標
準誤差

変化の統計量

　従属変数：問題行動経験

係数a

標準化されていない係数
t 値 有意確率

共線性の統計量

(定数)

社会的望ましさの合計

仲間規範

先生規範above

仲間規範ｘ先生規範above

モデル

モデル集計

R R2 乗
調整済み R2

乗
推定値の標

準誤差

変化の統計量

係数a

考察

　※１と※２の標準化係数
（ベータ）を比較すると、※１
の値の方が大きくなってい
る。このことから、先生規範
の高群も低群も、仲間規範
が問題行動経験を有意に抑
制しているが、、先生規範の
高群で、仲間規範が大きく問
題行動経験を抑制している。

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

69.936 1.801 38.822 .000

-2.022 .141 -.367 -14.374 .000 .929 1.077

-1.137 .128 -.272 -8.878 .000 .643 1.554 ※２
-1.232 .286 -.155 -4.302 .000 .467 2.142

-.221 .053 -.137 -4.192 .000 .567 1.762

いじめ容認態度に対する先生規範と仲間規範の交互作用
（単純傾斜の検定）

共線性の統計量
モデル

(定数)

社会的望ましさの合計

標準化されていない係数
t 値 有意確率

仲間規範

先生規範below

仲間規範ｘ先生規範below

　従属変数：問題行動経験

50

55

60

65

70

75

い
じ
め
容
認
態
度

低群 高群

仲間規範

先生-低群

先生+高群



②　仲間規範の高群　　中学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
.587 .344 .342 8.890 .011 17.576 1 1083 .000

標準化係数

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

64.357 1.862 34.566 .000

-2.022 .141 -.367 -14.374 .000 .929 1.077

-1.452 .119 -.348 -12.248 .000 .751 1.331

-1.812 .391 -.228 -4.633 .000 .250 3.997 ※３
-.221 .053 -.209 -4.192 .000 .245 4.085

②　仲間規範の低群　　中学生

R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率 F

変化量
.587 .344 .342 8.890 .011 17.576 1 1083 .000

標準化係数 いじめ容認態度に対する先生規範と仲間規範の交互作用

仲間規範above

モデル集計

変化の統計量

係数a

標準化されていない係数
t 値 有意確率

共線性の統計量

R R2 乗
調整済み R2

乗
推定値の標

準誤差

(定数)

モデル

社会的望ましさの合計

先生規範

仲間規範aboveｘ先生規範

調整済み R2
乗

モデル

　従属変数：問題行動経験

考察

　※３と※４の標準化係数
（ベータ）を比較すると、※３
の値の方が大きくなってい
る。このことから、仲間規範
高群で、先生規範が大きく問
題行動経験を抑制している。
また、特に仲間規範低群は、
先生規範が問題行動経験を
抑制しているが、その影響は
とても小さい。

標準化されていない係数
t 値 有意確率

共線性の統計量

モデル集計

R
R2 乗

係数a

推定値の標
準誤差

変化の統計量

B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF

72.000 1.730 41.623 .000

-2.022 .141 -.367 -14.374 .000 .929 1.077

-1.452 .119 -.348 -12.248 .000 .751 1.331

-.651 .222 -.082 -2.932 .003 .776 1.289 ※４
-.221 .053 -.110 -4.192 .000 .873 1.145

いじめ容認態度に対する先生規範と仲間規範の交互作用
（単純傾斜の検定）

仲間規範belowｘ先生規範

モデル

　従属変数：問題行動経験

(定数)

社会的望ましさの合計

t 値 有意確率

仲間規範below

先生規範

50

55

60

65

70

75

い
じ
め
容
認
態
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低群 高群

先生規範

仲間-低群

仲間+高群



分析（7）、分析（9）　階層的重回帰分析

従属変数：いじめ容認態度尺度 従属変数：いじめ加担経験尺度
標準化係数 標準化係数

ベータ ベータ

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.230 -8.048 .000 アドバイスする人とつきあうのは面倒で -.125 -4.355 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -.075 -2.622 .009 教室にゴミが落ちていない -.094 -3.453 .001

家族はルールを守るべき理由を説明する -.089 -3.214 .001 私は家庭学習を自主的にする -.091 -3.223 .001

教室の約束事は話合いで決める -.076 -2.756 .006 私は時間を守れる -.077 -2.698 .007

先生は大切なことが守れないと叱る -.068 -2.493 .013 先生はほめてほしいことをほめてくれる .057 2.078 .038

社会的望ましさの合計 -.347 -11.752 .000 -.394 -12.618 .000

調整済み R2 乗

学校の先生同士は協力的だと思う -.224 -7.575 .000 教室にゴミが落ちていない -.136 -4.974 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.183 -6.848 .000 学校の先生同士は協力的だと思う -.112 -3.978 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -.104 -3.976 .000 アドバイスする人とつきあうのは面倒で -.097 -3.298 .001

先生はルールを守るべき理由を説明する -.097 -3.242 .001 私は家庭学習を自主的にする -.096 -3.426 .001

私は家庭学習を自主的にする -.078 -3.099 .002 私は誰かの役に立っていると思う .081 2.885 .004

私はクラスの人に感謝喜ばれている .062 2.385 .017 -.327 -11.017 .000

社会的望ましさの合計 -.310 -11.459 .000

調整済み R2 乗 高校 教室にゴミが落ちていない -.109 -3.859 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.105 -3.693 .000 私は家庭学習を自主的にする -.084 -2.910 .004

家族は大切なことが守れないと叱る -.095 -2.788 .005 家族は大切なことが守れないと叱る -.068 -2.356 .019

学校の先生同士は協力的だと思う -.091 -3.052 .002 私はクラスの人に感謝喜ばれている .094 3.235 .001

教室にゴミが落ちていない -.085 -3.074 .002 社会的望ましさの合計 -.267 -8.720 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -.075 -2.254 .024

先生は大切なことが守れないと叱る -.066 -2.176 .030 従属変数：いじめ加担経験

先生は協力学習の時間をとる -.062 -2.144 .032

社会的望ましさの合計 -.221 -7.518 .000

調整済み R2 乗

小学校

中学校

高校

学校種 有意確率

.290

.218

　学校種

.314

t 値 t 値

.366

.187

有意確
率

.128調整済み R2 乗

小学校

社会的望ましさの合計

調整済み R2 乗

中学校

社会的望ましさの合計

調整済み R2 乗



いじめ容認態度を抑制する「具体的な指導の手がかり」

R2 乗変
化量

F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率
F 変化量

小学校 6 .564 .318 .314 8.298 .004 6.217 1 978 .013 1.570

中学校 7 .609 .371 .366 8.695 .003 5.689 1 1056 .017 1.675

高校 8 .439 .193 .187 8.599 .003 4.734 1 1102 .030 1.730

標準化係数

B 標準誤
差

ベータ

小学校 (定数) 80.591 2.517 32.017 .000

社会的望ましさの合計 -1.726 .147 -.347 -11.752 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-2.434 .302 -.230 -8.048 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -1.101 .420 -.075 -2.622 .009

家族はルールを守るべき理由を説明する -.879 .273 -.089 -3.214 .001

教室の約束事は話合いで決める -.824 .299 -.076 -2.756 .006

先生は大切なことが守れないと叱る -1.171 .470 -.068 -2.493 .013

中学校 (定数) 86.983 1.976 44.017 .000

社会的望ましさの合計 -1.710 .149 -.310 -11.459 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -2.933 .387 -.224 -7.575 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-2.219 .324 -.183 -6.848 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -1.140 .287 -.104 -3.976 .000

先生はルールを守るべき理由を説明する -1.176 .363 -.097 -3.242 .001

私は家庭学習を自主的にする -.887 .286 -.078 -3.099 .002

私はクラスの人に感謝喜ばれている .838 .351 .062 2.385 .017

高校 (定数) 80.809 1.981 40.790 .000

社会的望ましさの合計 -1.111 .148 -.221 -7.518 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-1.188 .322 -.105 -3.693 .000

家族は大切なことが守れないと叱る -1.032 .370 -.095 -2.788 .005

学校の先生同士は協力的だと思う -1.008 .330 -.091 -3.052 .002

教室にゴミが落ちていない -.952 .310 -.085 -3.074 .002

家族はルールを守るべき理由を説明する -.728 .323 -.075 -2.254 .024

先生は大切なことが守れないと叱る -.784 .360 -.066 -2.176 .030

先生は協力学習の時間をとる -.700 .326 -.062 -2.144 .032

従属変数：いじめ容認態度

係数a

学校種
標準化されていない係

数 t 値
有意確

率

モデル学校種 R R2 乗
調整済
み R2
乗

推定値の
標準誤差

モデル

モデル集計t

変化の統計量
Durbin-
Watson



分析（7）、分析（9）　階層的重回帰分析

従属変数：いじめ容認態度尺度 従属変数：いじめ加担経験尺度
標準化係数 標準化係数

ベータ ベータ

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.230 -8.048 .000 アドバイスする人とつきあうのは面倒で -.125 -4.355 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -.075 -2.622 .009 教室にゴミが落ちていない -.094 -3.453 .001

家族はルールを守るべき理由を説明する -.089 -3.214 .001 私は家庭学習を自主的にする -.091 -3.223 .001

教室の約束事は話合いで決める -.076 -2.756 .006 私は時間を守れる -.077 -2.698 .007

先生は大切なことが守れないと叱る -.068 -2.493 .013 先生はほめてほしいことをほめてくれる .057 2.078 .038

社会的望ましさの合計 -.347 -11.752 .000 -.394 -12.618 .000

調整済み R2 乗

学校の先生同士は協力的だと思う -.224 -7.575 .000 教室にゴミが落ちていない -.136 -4.974 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.183 -6.848 .000 学校の先生同士は協力的だと思う -.112 -3.978 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -.104 -3.976 .000 アドバイスする人とつきあうのは面倒で -.097 -3.298 .001

先生はルールを守るべき理由を説明する -.097 -3.242 .001 私は家庭学習を自主的にする -.096 -3.426 .001

私は家庭学習を自主的にする -.078 -3.099 .002 私は誰かの役に立っていると思う .081 2.885 .004

私はクラスの人に感謝喜ばれている .062 2.385 .017 -.327 -11.017 .000

社会的望ましさの合計 -.310 -11.459 .000

調整済み R2 乗 高校 教室にゴミが落ちていない -.109 -3.859 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.105 -3.693 .000 私は家庭学習を自主的にする -.084 -2.910 .004

家族は大切なことが守れないと叱る -.095 -2.788 .005 家族は大切なことが守れないと叱る -.068 -2.356 .019

学校の先生同士は協力的だと思う -.091 -3.052 .002 私はクラスの人に感謝喜ばれている .094 3.235 .001

教室にゴミが落ちていない -.085 -3.074 .002 社会的望ましさの合計 -.267 -8.720 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -.075 -2.254 .024

先生は大切なことが守れないと叱る -.066 -2.176 .030 従属変数：いじめ加担経験

先生は協力学習の時間をとる -.062 -2.144 .032

社会的望ましさの合計 -.221 -7.518 .000

調整済み R2 乗

小学校

中学校

高校

学校種 有意確率

.290

.218

　学校種

.314

t 値 t 値

.366

.187

有意確
率

.128調整済み R2 乗

小学校

社会的望ましさの合計

調整済み R2 乗

中学校

社会的望ましさの合計

調整済み R2 乗



いじめ容認態度を抑制する「具体的な指導の手がかり」

R2 乗変
化量

F 変化量 自由度 1 自由度 2
有意確率
F 変化量

小学校 6 .564 .318 .314 8.298 .004 6.217 1 978 .013 1.570

中学校 7 .609 .371 .366 8.695 .003 5.689 1 1056 .017 1.675

高校 8 .439 .193 .187 8.599 .003 4.734 1 1102 .030 1.730

標準化係数

B 標準誤
差

ベータ

小学校 (定数) 80.591 2.517 32.017 .000

社会的望ましさの合計 -1.726 .147 -.347 -11.752 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-2.434 .302 -.230 -8.048 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -1.101 .420 -.075 -2.622 .009

家族はルールを守るべき理由を説明する -.879 .273 -.089 -3.214 .001

教室の約束事は話合いで決める -.824 .299 -.076 -2.756 .006

先生は大切なことが守れないと叱る -1.171 .470 -.068 -2.493 .013

中学校 (定数) 86.983 1.976 44.017 .000

社会的望ましさの合計 -1.710 .149 -.310 -11.459 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -2.933 .387 -.224 -7.575 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-2.219 .324 -.183 -6.848 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する -1.140 .287 -.104 -3.976 .000

先生はルールを守るべき理由を説明する -1.176 .363 -.097 -3.242 .001

私は家庭学習を自主的にする -.887 .286 -.078 -3.099 .002

私はクラスの人に感謝喜ばれている .838 .351 .062 2.385 .017

高校 (定数) 80.809 1.981 40.790 .000

社会的望ましさの合計 -1.111 .148 -.221 -7.518 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-1.188 .322 -.105 -3.693 .000

家族は大切なことが守れないと叱る -1.032 .370 -.095 -2.788 .005

学校の先生同士は協力的だと思う -1.008 .330 -.091 -3.052 .002

教室にゴミが落ちていない -.952 .310 -.085 -3.074 .002

家族はルールを守るべき理由を説明する -.728 .323 -.075 -2.254 .024

先生は大切なことが守れないと叱る -.784 .360 -.066 -2.176 .030

先生は協力学習の時間をとる -.700 .326 -.062 -2.144 .032

従属変数：いじめ容認態度

係数a

学校種
標準化されていない係

数 t 値
有意確

率

モデル学校種 R R2 乗
調整済
み R2
乗

推定値の
標準誤差

モデル

モデル集計t

変化の統計量
Durbin-
Watson



いじめ加担経験を抑制する「具体的な指導の手がかり」

モデル集
計

R2 乗変
化量

F 変化量 自由度 1 自由度 2 有意確率
F 変化量小学校 6 .543 .294 .290 1.625 .003 4.320 1 1011 .038 1.578

中学校 6 .471 .222 .218 1.879 .006 8.325 1 1075 .004 1.811

高校 5 .364 .132 .128 2.040 .004 5.552 1 1115 .019 1.579

係数a

標準化係数

B 標準誤
差

ベータ 下限 上限 許容度 VIF

小学校 (定数) 18.216 .368 49.433 .000 17.493 18.939

社会的望ましさの合計 -.376 .030 -.395 -12.613 .000 -.435 -.318 .712 1.405

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.254 .058 -.125 -4.355 .000 -.369 -.140 .852 1.174

教室にゴミが落ちていない -.214 .062 -.094 -3.453 .001 -.336 -.092 .942 1.061

私は家庭学習を自主的にする -.180 .056 -.091 -3.223 .001 -.289 -.070 .882 1.134

私は時間を守れる -.175 .065 -.077 -2.698 .007 -.302 -.048 .853 1.173

先生はほめてほしいことをほめてくれる .135 .065 .057 2.078 .038 .008 .262 .934 1.071

中学校 (定数) 18.956 .422 44.932 .000 18.128 19.784

社会的望ましさの合計 -.350 .032 -.327 -11.017 .000 -.412 -.287 .821 1.218

教室にゴミが落ちていない -.330 .066 -.136 -4.974 .000 -.460 -.200 .967 1.034

学校の先生同士は協力的だと思う -.284 .071 -.112 -3.978 .000 -.424 -.144 .916 1.091

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな
い

-.228 .069 -.097 -3.298 .001 -.363 -.092 .842 1.187

私は家庭学習を自主的にする -.212 .062 -.096 -3.426 .001 -.333 -.090 .925 1.081

私は誰かの役に立っていると思う .207 .072 .081 2.885 .004 .066 .348 .919 1.088

高校 (定数) 17.494 .442 39.608 .000 16.627 18.361

社会的望ましさの合計 -.347 .034 -.301 -10.298 .000 -.414 -.281 .909 1.100

教室にゴミが落ちていない -.279 .072 -.109 -3.859 .000 -.421 -.137 .973 1.027

私は家庭学習を自主的にする -.172 .059 -.084 -2.910 .004 -.288 -.056 .941 1.063

家族は大切なことが守れないと叱る -.167 .071 -.068 -2.356 .019 -.306 -.028 .948 1.055

私はクラスの人に感謝喜ばれている .258 .080 .094 3.235 .001 .101 .414 .923 1.084

従属変数：いじめ加担経験

モデル学校種
標準化されていない係

数 t 値

R2 乗
調整済
み R2
乗

有意確
率

B の 95.0% 信頼区間 共線性の統計量

Durbin-
Watson

学校種 モデル R
推定値の
標準誤差

変化の統計量



分析（8）　階層的重回帰分析

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

いじめ加担合計 1076 10 20 11.55 1.937

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1076

いじめ加担合計 1123 10 20 12.17 2.133

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1123

いじめ加担合計 1155 10 20 12.43 2.175

有効なｹｰｽの数 (ﾘｽﾄご
と)

1155

従属変数：いじめ加担経験尺度

小学生の結果

R R2 乗
調整済み
 R2 乗

推定値の
標準誤差

.539 .290 .288 1.626

標準化係数
標準 係

数

B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 17.008 .346 49.134 .000 社会的望ましさの合計 -.432 .000

社会的望ましさの合計 -.415 .026 -.432 -15.898 .000 → 仲間規範 -.182 .000

仲間規範 -.207 .033 -.182 -6.229 .000 抜粋 先生規範 -.096 .003

先生規範 -.167 .056 -.096 -2.977 .003 仲間規範ｘ先生規範 -.013 .679

仲間規範ｘ先生規範 -.005 .012 -.013 -.414 .679 調整済み R2 乗 .288

中学生の結果

.476 .226 .223 1.885

モデル 標準化係数 数

有意確率

R

モデル集計

モデル集計

係数a

R2 乗
調整済み
 R2 乗

推定値の
標準誤差

標準 係
数

従属変数：いじめ加担尺度従属変数：いじめ加担尺度

モデル モデルt 値 有意確率

記述統計量

学校種

小学校

中学校

高校

係数a

標準化され な 係
数

0 5 10 15

小学校

中学校

高校

いじめ加担尺度

いじめ加担…

モデル 標準化係数 数

B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 16.811 .371 45.275 .000 社会的望ましさの合計 -.345 .000

社会的望ましさの合計 -.370 .030 -.345 -12.526 .000 → 仲間の規範意識(修正) -.247 .000

仲間規範 -.201 .025 -.247 -8.049 .000 抜粋 先生の規範意識(修正) -.046 .246

先生規範 -.069 .060 -.046 -1.160 .246 仲間(修正)ｘ先生(修
正)

-.052 .188

仲間ｘ先生 -.015 .011 -.052 -1.317 .188 調整済み R2 乗
 a. 従属変数 いじめ加担合計  a. 従属変数 いじめ加担合計

高校生の結果

.412 .170 .167 1.981

標準化係数 標準化係
数B 標準誤差 ベータ ベータ

(定数) 16.096 .384 41.897 .000 社会的望ましさの合計 -.270 .000

社会的望ましさの合計 -.306 .032 -.270 -9.600 .000 仲間規範 -.174 .000

仲間規範 -.116 .020 -.174 -5.809 .000 先生規範 -.157 .000

先生規範 -.149 .034 -.157 -4.363 .000 仲間ｘ先生 -.044 .200

仲間ｘ先生 -.009 .007 -.044 -1.281 .200 調整済み R2 乗 .167

 a. 従属変数 いじめ加担合計  a. 従属変数 いじめ加担合計

有意確率
標準化されていない係

数 t 値 有意確率モデル モデル

R
推定値の
標準誤差

R2 乗

有意確率
数

t 値

モデル集計

調整済み
R2 乗

係数a 係数a

.223

有意確率



階層的重回帰分析：学校種・男女別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小学校 男子 (定数) 24.581 .641 38.360 .000

社会的望ましさの合計 -.237 .023 -.383 -10.274 .000

先生規範合計 -.284 .042 -.256 -6.830 .000

仲間規範合計 -.103 .026 -.154 -4.000 .000

女子 (定数) 21.908 .561 39.084 .000

社会的望ましさの合計 -.110 .020 -.217 -5.420 .000

先生規範合計 -.160 .040 -.172 -3.974 .000

仲間規範合計 -.181 .029 -.270 -6.163 .000

中学校 男子 (定数) 22.038 .465 47.356 .000

社会的望ましさの合計 -.201 .033 -.238 -6.175 .000

仲間規範合計 -.265 .025 -.413 -10.705 .000

女子 (定数) 20.275 .538 37.657 .000

社会的望ましさの合計 -.126 .023 -.210 -5.376 .000

先生規範合計 -.099 .037 -.111 -2.698 .007

仲間規範合計 -.121 .020 -.262 -6.149 .000

高校 男子 (定数) 23.531 .739 31.842 .000

社会的望ましさの合計 -.198 .055 -.146 -3.617 .000

先生規範合計 -.150 .037 -.170 -4.086 .000

仲間規範合計 -.212 .031 -.294 -6.889 .000

女子 (定数) 22.597 .853 26.480 .000

社会的望ましさの合計 -.095 .042 -.087 -2.244 .025

先生規範合計 -.198 .054 -.148 -3.656 .000

仲間規範合計 -.220 .029 -.312 -7.530 .000

階層的重回帰分析：学年別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小４ (定数) 25.063 .937 26.750 .000

社会的望ましさの合計 -.191 .028 -.317 -6.809 .000

仲間規範合計 -.263 .043 -.295 -6.115 .000

先生規範合計 -.208 .062 -.159 -3.369 .001

小５ (定数) 22.805 .799 28.533 .000

社会的望ましさの合計 -.180 .029 -.301 -6.126 .000

仲間規範合計 -.088 .030 -.148 -2.952 .003

先生規範合計 -.240 .050 -.236 -4.791 .000

小６ (定数) 23.048 .645 35.740 .000

社会的望ましさの合計 -.156 .026 -.283 -6.112 .000

仲間規範合計 -.152 .035 -.224 -4.316 .000

先生規範合計 -.214 .048 -.230 -4.505 .000

中１ (定数) 21.208 .717 29.564 .000

社会的望ましさの合計 -.165 .025 -.317 -6.647 .000

仲間規範合計 -.088 .027 -.172 -3.201 .001

先生規範合計 -.153 .053 -.152 -2.860 .004

中２ (定数) 20.947 .534 39.202 .000

社会的望ましさの合計 -.165 .038 -.207 -4.340 .000

仲間規範合計 -.227 .030 -.359 -7.526 .000

中３ (定数) 22.398 .848 26.417 .000

社会的望ましさの合計 -.133 .042 -.152 -3.192 .002

仲間規範合計 -.161 .029 -.301 -5.466 .000

先生規範合計 -.193 .060 -.176 -3.245 .001

高１ (定数) 23.299 .856 27.225 .000

社会的望ましさの合計 -.179 .051 -.166 -3.485 .001

仲間規範合計 -.165 .031 -.262 -5.301 .000

先生規範合計 -.216 .048 -.215 -4.485 .000

高２ (定数) 23.036 .941 24.482 .000

社会的望ましさの合計 -.111 .059 -.090 -1.899 .058

仲間規範合計 -.281 .040 -.349 -7.050 .000

先生規範合計 -.148 .053 -.136 -2.780 .006

高３ (定数) 22.873 .954 23.984 .000

社会的望ましさの合計 -.128 .068 -.093 -1.889 .060

仲間規範合計 -.213 .040 -.288 -5.270 .000

先生規範合計 -.176 .052 -.180 -3.376 .001

学年 モデル
標準化されていない係

数 t 値 有意確率

モデル
標準化されていない係

数 t 値

係数a

係数a

学校種 性別 有意確率



階層的重回帰分析：学年・男女別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小４ 男子 (定数) 25.995 1.348 19.281 .000

社会的望ましさの合計 -.260 .039 -.415 -6.611 .000

仲間規範合計 -.232 .056 -.264 -4.115 .000

先生規範合計 -.232 .085 -.171 -2.726 .007

女子 (定数) 24.173 1.274 18.969 .000

社会的望ましさの合計 -.102 .039 -.181 -2.599 .010

仲間規範合計 -.303 .066 -.340 -4.622 .000

先生規範合計 -.198 .089 -.161 -2.232 .027

小５ 男子 (定数) 23.157 1.016 22.789 .000

社会的望ましさの合計 -.250 .041 -.406 -6.138 .000

先生規範合計 -.279 .062 -.297 -4.490 .000

女子 (定数) 22.453 1.246 18.025 .000

社会的望ましさの合計 -.128 .041 -.221 -3.145 .002

仲間規範合計 -.181 .050 -.260 -3.607 .000

先生規範合計 -.181 .080 -.162 -2.257 .025

小６ 男子 (定数) 25.418 1.083 23.463 .000

社会的望ましさの合計 -.201 .039 -.321 -5.115 .000

仲間規範合計 -.152 .049 -.205 -3.083 .002

先生規範合計 -.321 .075 -.280 -4.294 .000

女子 (定数) 20.934 .644 32.497 .000

社会的望ましさの合計 -.102 .028 -.247 -3.692 .000

仲間規範合計 -.121 .044 -.227 -2.740 .007

先生規範合計 -.163 .053 -.253 -3.078 .002

中１ 男子 (定数) 23.699 1.053 22.513 .000

社会的望ましさの合計 -.202 .040 -.338 -5.048 .000

先生規範合計 -.364 .070 -.347 -5.171 .000

女子 (定数) 18.882 .463 40.792 .000

社会的望ましさの合計 -.129 .029 -.294 -4.461 .000

仲間規範合計 -.122 .028 -.289 -4.391 .000

中２ 男子 (定数) 23.758 .938 25.335 .000

社会的望ましさの合計 -.204 .063 -.208 -3.234 .001

仲間規範合計 -.387 .051 -.489 -7.602 .000

女子 (定数) 19.637 .603 32.546 .000

社会的望ましさの合計 -.156 .044 -.242 -3.582 .000

仲間規範合計 -.145 .035 -.279 -4.126 .000

中３ 男子 (定数) 21.703 .865 25.093 .000

社会的望ましさの合計 -.177 .067 -.176 -2.632 .009

仲間規範合計 -.263 .040 -.444 -6.649 .000

女子 (定数) 21.769 1.150 18.928 .000

社会的望ましさの合計 -.086 .048 -.121 -1.769 .079

仲間規範合計 -.107 .036 -.231 -2.995 .003

先生規範合計 -.252 .079 -.242 -3.207 .002

高１ 男子 (定数) 21.917 1.205 18.187 .000

社会的望ましさの合計 -.137 .083 -.122 -1.650 .101

仲間規範合計 -.135 .047 -.221 -2.883 .004

先生規範合計 -.169 .061 -.203 -2.764 .006

女子 (定数) 25.079 1.353 18.539 .000

社会的望ましさの合計 -.212 .066 -.202 -3.230 .001

仲間規範合計 -.195 .042 -.304 -4.594 .000

先生規範合計 -.297 .085 -.226 -3.502 .001

高２ 男子 (定数) 23.875 1.282 18.618 .000

社会的望ましさの合計 -.160 .090 -.119 -1.781 .077

仲間規範合計 -.277 .055 -.343 -5.057 .000

先生規範合計 -.149 .067 -.151 -2.234 .027

女子 (定数) 20.219 .963 20.999 .000

社会的望ましさの合計 -.065 .076 -.061 -.867 .387

仲間規範合計 -.290 .055 -.369 -5.248 .000

高３ 男子 (定数) 25.082 1.401 17.897 .000

社会的望ましさの合計 -.349 .112 -.225 -3.105 .002

仲間規範合計 -.198 .061 -.266 -3.275 .001

先生規範合計 -.130 .066 -.156 -1.983 .049

女子 (定数) 18.753 .999 18.763 .000

社会的望ましさの合計 .020 .081 .017 .246 .806

仲間規範合計 -.249 .050 -.346 -4.990 .000

係数a

モデル
標準化されていない係

数 t 値学年 性別 有意確率



階層的重回帰分析：学校種別　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小学校 7 (定数) 18.995 .249 76.231 .000

社会的望ましさの合計 -.153 .019 -.273 -8.103 .000

私は時間を守れる -.166 .041 -.125 -4.043 .000

私の家族は学校や先生をほめる -.104 .039 -.086 -2.679 .008

私は家庭学習を自主的にする -.099 .035 -.086 -2.811 .005

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない -.095 .038 -.079 -2.520 .012

先生は協力学習の時間をとる -.102 .047 -.067 -2.159 .031

先生はほめてほしいことをほめてくれる .120 .045 .086 2.667 .008

中学校 7 (定数) 19.744 .301 65.524 .000

社会的望ましさの合計 -.158 .022 -.220 -7.297 .000

私は家庭学習を自主的にする -.258 .043 -.174 -6.003 .000

教室にゴミが落ちていない -.217 .047 -.133 -4.658 .000

家族はほめてくれる -.164 .049 -.102 -3.327 .001

先生は私の話を聴いてくれる -.127 .051 -.082 -2.476 .013

学校の先生同士は協力的だと思う -.111 .054 -.065 -2.043 .041

私はクラスの人に感謝喜ばれている .202 .055 .114 3.698 .000

高校 12 (定数) 21.725 .507 42.867 .000

社会的望ましさの合計 -.156 .037 -.125 -4.253 .000

私は家庭学習を自主的にする -.420 .064 -.189 -6.518 .000

先生は協力学習の時間をとる -.355 .085 -.128 -4.155 .000

教室にゴミが落ちていない -.328 .078 -.119 -4.226 .000

私の家族は学校や先生をほめる -.259 .083 -.100 -3.104 .002

家族はほめてくれる -.228 .087 -.087 -2.620 .009

学校の先生同士は協力的だと思う -.200 .084 -.073 -2.382 .017

家族揃って食事をする -.163 .073 -.067 -2.222 .026

私は年下の子の面倒を見る .140 .064 .063 2.169 .030

先生は将来を考える時間をとる .190 .086 .069 2.213 .027

家族はルールを守るべき理由を説明する .175 .078 .073 2.244 .025

私は誰かの役に立っていると思う .245 .090 .081 2.720 .007

係数a

学校種 モデル
標準化されていない係

数 t 値 有意確率



階層的重回帰分析：学校種別、男女別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小学校 男子 (定数) 19.973 .325 61.471 .000

社会的望ましさの合計 -.190 .027 -.319 -7.114 .000

アドバイスする人とづき合うのは面倒ではな -.205 .052 -.164 -3.940 .000

教室にゴミが落ちていない -.171 .055 -.124 -3.100 .002

地域には子どもを注意する大人いると思う -.119 .045 -.104 -2.649 .008

私は家庭学習を自主的にする -.116 .050 -.097 -2.336 .020

女子 (定数) 18.270 .354 51.627 .000

社会的望ましさの合計 -.127 .023 -.251 -5.555 .000

私は時間を守れる -.173 .056 -.138 -3.104 .002

家族は意見が違っても話を聴いてくれる -.141 .054 -.126 -2.608 .009

家族は大切なことが守れないと叱る -.173 .060 -.124 -2.901 .004

私はクラスの人に感謝喜ばれている -.162 .063 -.122 -2.566 .011

私は我慢強くがんばる .115 .055 .092 2.069 .039

私は家族から感謝されている .174 .065 .136 2.696 .007

中学校 男子 (定数) 19.749 .477 41.409 .000

社会的望ましさの合計 -.231 .037 -.280 -6.325 .000

私は家庭学習を自主的にする -.283 .071 -.172 -4.000 .000

先生は私の話を聞いてくれる -.307 .083 -.171 -3.706 .000

教室にゴミが落ちていない -.218 .076 -.119 -2.862 .004

クラスは私の発表を聞いてくれる .199 .096 .097 2.081 .038

私はクラスの人に感謝喜ばれている .258 .084 .138 3.083 .002

女子 (定数) 19.698 .368 53.577 .000

社会的望ましさの合計 -.096 .025 -.160 -3.804 .000

私は家庭学習を自主的にする -.201 .051 -.154 -3.905 .000

家族はほめてほしいことをほめてくれる -.209 .056 -.149 -3.714 .000

教室にゴミが落ちていない -.205 .054 -.147 -3.795 .000

先生は大切なことが守れないと叱る -.200 .062 -.127 -3.241 .001

アドバイスする人とづき合うのは面倒ではな -.130 .057 -.097 -2.285 .023

高校 男子 (定数) 22.739 .790 28.778 .000

社会的望ましさの合計 -.260 .057 -.188 -4.540 .000

私は家庭学習を自主的にする -.363 .097 -.158 -3.741 .000

家族揃って食事をする -.399 .109 -.151 -3.647 .000

先生は協力学習の時間をとる -.408 .130 -.140 -3.144 .002

教室にゴミが落ちていない -.369 .118 -.126 -3.131 .002

家族は学校や先生のことをほめる -.297 .119 -.108 -2.502 .013

私は誰かの役に立っていると思う .254 .127 .083 1.994 .047

私は年下の子の面倒を見る .213 .097 .091 2.188 .029

先生は将来を考える時間をとる .345 .129 .118 2.666 .008

女子 (定数) 20.570 .607 33.897 .000

社会的望ましさの合計 -.090 .046 -.082 -1.983 .048

私は家庭学習を自主的にする -.469 .084 -.221 -5.601 .000

家族は学校や先生のことをほめる -.468 .101 -.198 -4.620 .000

先生は協力学習の時間をとる -.346 .105 -.135 -3.291 .001

家族は大切なことが守れないと叱る -.302 .120 -.117 -2.527 .012

教室にゴミが落ちていない -.285 .101 -.111 -2.804 .005

私はクラスの人に感謝喜ばれている .306 .119 .110 2.584 .010

家族はルールを守る理由を説明する .355 .104 .163 3.399 .001

モデル
標準化されていない係数

t 値

係数a

学校種 性別 有意確率



階層的重回帰分析：学年別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

係数a

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小４ 3 (定数) 19.233 .432 44.572 .000

社会的望ましさの合計 -.198 .034 -.322 -5.903 .000

私は時間を守れる -.231 .065 -.193 -3.561 .000

地域には子どもを注意する大人いると思う -.104 .050 -.106 -2.099 .037

小５ 3 (定数) 19.261 .456 42.269 .000

社会的望ましさの合計 -.166 .030 -.297 -5.521 .000

家族は大切なことが守れないと叱る -.237 .078 -.155 -3.035 .003

私は時間を守れる -.206 .072 -.153 -2.845 .005

小６ 8 (定数) 18.922 .383 49.426 .000

社会的望ましさの合計 -.115 .030 -.211 -3.761 .000

先生は私の話を聴いてくれる -.316 .081 -.239 -3.911 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない -.219 .067 -.170 -3.276 .001

私はクラスの人に感謝喜ばれている -.182 .075 -.120 -2.433 .015

私は家庭学習を自主的にする -.136 .059 -.117 -2.325 .021

教室にゴミが落ちていない -.177 .074 -.115 -2.396 .017

先生は将来を考える時間をとる .159 .068 .114 2.320 .021

先生はほめてほしいことをほめてくれる .254 .087 .176 2.905 .004

中１ 4 (定数) 18.360 .338 54.287 .000

社会的望ましさの合計 -.180 .026 -.362 -6.954 .000

私は家族から感謝されている -.178 .056 -.160 -3.192 .002

教室にゴミが落ちていない -.190 .058 -.158 -3.270 .001

私は我慢強くがんばる .180 .067 .139 2.685 .008

中２ 6 (定数) 19.657 .540 36.396 .000

社会的望ましさの合計 -.182 .040 -.237 -4.605 .000

私は家庭学習を自主的にする -.222 .073 -.147 -3.040 .003

教室にゴミが落ちていない -.218 .080 -.135 -2.733 .007

学校の先生同士は協力的だと思う -.219 .095 -.129 -2.312 .021

先生は私の話を聴いてくれる -.199 .089 -.127 -2.248 .025

私はクラスの人に感謝喜ばれている .315 .095 .166 3.316 .001

中３ 5 (定数) 19.932 .599 33.296 .000

社会的望ましさの合計 -.165 .045 -.187 -3.630 .000

私は家庭学習を自主的にする -.491 .089 -.292 -5.488 .000

私は時間を守れる -.301 .102 -.153 -2.949 .003

家族はほめてくれる -.222 .096 -.116 -2.300 .022

私は我慢強くがんばる .338 .111 .167 3.034 .003

高１ 6 (定数) 21.979 .719 30.550 .000

社会的望ましさの合計 -.147 .056 -.134 -2.649 .008

私は家庭学習を自主的にする -.465 .102 -.220 -4.544 .000

先生は協力学習の時間をとる -.525 .130 -.199 -4.037 .000

教室にゴミが落ちていない -.434 .122 -.170 -3.558 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -.348 .132 -.131 -2.631 .009

私はクラスの人に感謝喜ばれている .271 .137 .098 1.983 .048

高２ 5 (定数) 22.141 .862 25.698 .000

社会的望ましさの合計 -.125 .062 -.101 -2.017 .044

私は家庭学習を自主的にする -.520 .110 -.233 -4.733 .000

家族揃って食事をする -.335 .124 -.134 -2.716 .007

私は時間を守れる -.282 .134 -.103 -2.095 .037

教室にゴミが落ちていない -.282 .140 -.099 -2.018 .044

高３ 8 (定数) 21.201 .935 22.675 .000

社会的望ましさの合計 -.127 .072 -.091 -1.777 .076

私は家庭学習を自主的にする -.450 .124 -.194 -3.643 .000

私の家族は学校や先生をほめる -.427 .153 -.156 -2.784 .006

家族はほめてくれる -.333 .150 -.123 -2.226 .027

クラスは私の発表を聴いてくれる -.336 .168 -.107 -1.999 .046

教室にゴミが落ちていない -.292 .146 -.102 -2.010 .045

先生はほめてほしいことをほめてくれる .350 .160 .119 2.185 .030

私は誰かの役に立っていると思う .448 .171 .137 2.615 .009

学年 モデル
標準化されていない係

数 t 値 有意確率



階層的重回帰分析：学年別、男女別　　　　　従属変数：問題行動経験　　　　　　

標準化係数

B 標準誤差 ベータ

小４ 男子 (定数) 20.048 .628 31.947 .000

社会的望ましさの合計 -.275 .048 -.423 -5.746 .000

私は時間を守れる -.303 .088 -.250 -3.422 .001

地域には子どもを注意する大人いると思う -.143 .068 -.140 -2.102 .037

教室の約束事は話合いで決める .207 .085 .169 2.426 .016

女子 (定数) 17.759 .626 28.351 .000

社会的望ましさの合計 -.158 .041 -.279 -3.845 .000

先生は協力学習の時間をとる -.396 .109 -.295 -3.621 .000

私の家族同士は協力的だと思う -.266 .096 -.223 -2.757 .007

先生は将来を考える時間をとる -.136 .082 -.125 -1.660 .099

私は家族から感謝されている .317 .098 .250 3.231 .002

先生は生活を考える時間をとる .421 .102 .335 4.133 .000

小５ 男子 (定数) 19.359 .579 33.422 .000

社会的望ましさの合計 -.223 .039 -.418 -5.681 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな -.364 .095 -.278 -3.832 .000

私の家族同士は協力的だと思う -.312 .111 -.219 -2.801 .006

家族は意見が違っても話を聴いてくれる .218 .098 .169 2.223 .028

家族揃って食事をする .272 .096 .207 2.839 .005

女子 (定数) 19.081 .645 29.587 .000

社会的望ましさの合計 -.109 .043 -.189 -2.525 .013

家族は大切なことが守れないと叱る -.416 .108 -.277 -3.862 .000

私は時間を守れる -.228 .113 -.152 -2.024 .045

小６ 男子 (定数) 20.195 .563 35.892 .000

社会的望ましさの合計 -.161 .045 -.260 -3.564 .000

教室にゴミが落ちていない -.298 .109 -.181 -2.739 .007

アドバイスする人とつきあうのは面倒でな -.251 .107 -.173 -2.340 .020

先生は私の話を聴いてくれる -.261 .109 -.166 -2.399 .017

女子 (定数) 18.323 .433 42.315 .000

社会的望ましさの合計 -.087 .033 -.209 -2.640 .009

私は失敗や困難でもやる気がなくならない -.173 .070 -.186 -2.459 .015

学校の先生同士は協力的だと思う -.213 .087 -.179 -2.446 .015

家族揃って食事をする -.162 .073 -.154 -2.229 .027

中１ 男子 (定数) 18.383 .527 34.878 .000

社会的望ましさの合計 -.251 .043 -.455 -5.876 .000

私は失敗や困難でもやる気がなくならない -.223 .094 -.177 -2.366 .019

家の約束事は話合いで決める -.196 .085 -.164 -2.298 .023

私は年下の子の面倒を見る .234 .084 .208 2.792 .006

私は我慢強くがんばる .334 .114 .222 2.930 .004

女子 (定数) 18.239 .418 43.632 .000

社会的望ましさの合計 -.131 .030 -.298 -4.437 .000

私は家族から感謝されている -.200 .069 -.194 -2.891 .004

教室にゴミが落ちていない -.182 .069 -.173 -2.640 .009

中２ 男子 (定数) 20.433 .950 21.515 .000

社会的望ましさの合計 -.253 .068 -.272 -3.721 .000

学校の先生同士は協力的だと思う -.539 .135 -.285 -3.982 .000

私は家庭学習を自主的にする -.246 .115 -.151 -2.150 .033

私はクラスの人に感謝喜ばれている .410 .146 .201 2.807 .006

女子 (定数) 20.001 .618 32.357 .000

社会的望ましさの合計 -.140 .045 -.215 -3.131 .002

私は家庭学習を自主的にする -.247 .091 -.178 -2.705 .007

先生は生活を考える時間をとる -.252 .096 -.175 -2.625 .009

私は家族にあいさつする -.185 .080 -.152 -2.309 .022

教室にゴミが落ちていない -.209 .098 -.143 -2.124 .035

中３ 男子 (定数) 19.696 .915 21.535 .000

社会的望ましさの合計 -.186 .076 -.182 -2.433 .016

私は家庭学習を自主的にする -.547 .134 -.296 -4.086 .000

先生はほめてほしいことをほめてくれる -.326 .162 -.157 -2.015 .046

私は誰かの役に立っていると思う .512 .152 .255 3.363 .001

女子 (定数) 19.346 .806 24.009 .000

社会的望ましさの合計 -.063 .049 -.089 -1.272 .205

私は時間を守れる -.356 .113 -.218 -3.144 .002

私は家庭学習を自主的にする -.310 .109 -.212 -2.850 .005

私の家族同士は協力的だと思う -.328 .117 -.204 -2.814 .005

先生は大切なことが守れないと叱る -.313 .131 -.175 -2.385 .018

私は誰かの役に立っていると思う -.290 .130 -.160 -2.232 .027

先生は将来を考える時間をとる .285 .121 .171 2.355 .020

私は我慢強くがんばる .342 .139 .183 2.468 .015

学年 性別 有意確率t 値モデル

係数a

標準化されていない係
数



標準化係数

B 標準誤差 ベータ

高１ 男子 (定数) 20.342 1.138 17.871 .000

社会的望ましさの合計 -.204 .087 -.175 -2.343 .020

私は家庭学習を自主的にする -.473 .156 -.224 -3.036 .003

先生は協力学習の時間をとる -.514 .202 -.185 -2.545 .012

私は失敗や困難でもやる気がなくならない .482 .179 .197 2.694 .008

女子 (定数) 21.558 1.058 20.385 .000

社会的望ましさの合計 -.176 .074 -.167 -2.385 .018

私は家庭学習を自主的にする -.570 .135 -.264 -4.222 .000

先生は大切なことが守れないと叱る -.500 .189 -.174 -2.643 .009

家族は大切なことが守れないと叱る -.429 .194 -.172 -2.219 .028

学校の先生同士は協力的だと思う -.451 .176 -.171 -2.563 .011

教室にゴミが落ちていない -.404 .154 -.161 -2.623 .009

私は我慢強くがんばる .374 .189 .135 1.978 .049

私は自分で起床する .406 .141 .178 2.885 .004

家族はルールを守るべき理由を説明する .548 .165 .254 3.328 .001

高２ 男子 (定数) 23.592 1.269 18.594 .000

社会的望ましさの合計 -.189 .097 -.142 -1.952 .052

私は家庭学習を自主的にする -.494 .155 -.227 -3.191 .002

先生は協力学習の時間をとる -.603 .198 -.221 -3.048 .003

私は時間を守れる -.500 .191 -.179 -2.619 .010

私は失敗や困難でもやる気がなくならない -.422 .200 -.147 -2.106 .037

家族揃って食事をする -.372 .171 -.146 -2.180 .031

教室にゴミが落ちていない -.380 .187 -.136 -2.032 .044

先生は将来を考える時間をとる .388 .216 .131 1.791 .075

私は我慢強くがんばる .667 .254 .203 2.621 .009

女子 (定数) 20.317 .972 20.912 .000

社会的望ましさの合計 -.087 .076 -.080 -1.148 .253

私は家庭学習を自主的にする -.695 .155 -.313 -4.479 .000

私の家族は学校や先生をほめる -.452 .173 -.183 -2.619 .010

高３ 男子 (定数) 25.415 1.470 17.294 .000

社会的望ましさの合計 -.443 .111 -.278 -4.000 .000

家族揃って食事をする -.823 .202 -.286 -4.075 .000

教室にゴミが落ちていない -.580 .216 -.185 -2.691 .008

私は年下の子の面倒を見る .378 .175 .150 2.164 .032

女子 (定数) 17.881 1.072 16.683 .000

社会的望ましさの合計 .045 .083 .038 .543 .588

私の家族は学校や先生をほめる -.748 .197 -.311 -3.805 .000

先生は協力学習の時間をとる -.610 .199 -.232 -3.068 .002

私は家庭学習を自主的にする -.443 .144 -.214 -3.084 .002

私の家族同士は協力的だと思う .394 .176 .169 2.236 .027

先生は生活を考える時間をとる .603 .205 .235 2.949 .004

学年 性別 モデル
標準化されていない係

数 t 値 有意確率



相関係数：　子どもの環境に関する31項目（栃木県総合教育ｾﾝﾀｰ作成）　　　小学生
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小学校 私は自分で起床する Pearson の相関係数 1 .210 .205 .164 .070 .144 .033 .139 .099 -.039 .085 .044 .093 .072 .098 .109 .042 .030 .056 .118 .130 .155 .119 .054 .026 .057 .096 .051 .097 .103 .097

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .021 .000 .271 .000 .001 .202 .005 .150 .002 .018 .001 .000 .171 .333 .065 .000 .000 .000 .000 .075 .390 .060 .002 .094 .001 .001 .001

私は家族にあいさつする Pearson の相関係数 .210 1 .199 .281 .095 .255 .089 .161 .099 -.029 .142 .027 .176 .118 .120 .094 .123 .128 .052 .077 .192 .286 .304 .313 .268 .167 .235 .125 .301 .180 .101

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .002 .000 .003 .000 .001 .340 .000 .380 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .090 .011 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001

私は家庭学習を自主的にする Pearson の相関係数 .205 .199 1 .244 .196 .310 .142 .185 .207 .056 .209 .152 .210 .104 .175 .073 .154 .152 .031 .126 .202 .175 .174 .143 .181 .097 .147 .110 .175 .145 .076

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .065 .000 .000 .000 .001 .000 .016 .000 .000 .314 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .013

私は年下の子の面倒を見る Pearson の相関係数 .164 .281 .244 1 .108 .253 .081 .252 .123 .052 .155 .120 .221 .114 .111 .098 .139 .145 .098 .084 .172 .233 .323 .256 .245 .167 .190 .102 .246 .173 .122

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .008 .000 .000 .091 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .001 .006 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000

私は時間を守れる Pearson の相関係数 .070 .095 .196 .108 1 .196 .243 .080 .315 .177 .136 .114 .117 .067 .082 .063 .121 .145 -.046 .015 .101 .112 .099 .134 .135 .037 .082 .055 .152 .096 .012

有意確率 (両側) .021 .002 .000 .000 .000 .000 .008 .000 .000 .000 .000 .000 .028 .007 .040 .000 .000 .131 .614 .001 .000 .001 .000 .000 .227 .007 .069 .000 .002 .686

私は我慢強くがんばる Pearson の相関係数 .144 .255 .310 .253 .196 1 .193 .290 .283 .077 .216 .203 .338 .136 .219 .145 .171 .203 .077 .170 .235 .240 .305 .243 .250 .129 .189 .097 .253 .179 .128

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .011 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .011 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない Pearson の相関係数 .033 .089 .142 .081 .243 .193 1 .077 .305 .131 .247 .062 .053 .166 .127 .113 .114 .174 .099 .100 .162 .085 .117 .141 .153 .140 .126 .070 .171 .221 .120

有意確率 (両側) .271 .003 .000 .008 .000 .000 .012 .000 .000 .000 .042 .085 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .001 .000 .005 .000 .000 .000 .000 .000 .022 .000 .000 .000

私は誰かの役に立っていると思う Pearson の相関係数 .139 .161 .185 .252 .080 .290 .077 1 .142 .016 .215 .108 .458 .120 .107 .139 .172 .156 .048 .109 .096 .211 .329 .208 .246 .087 .153 .073 .208 .150 .153

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .008 .000 .012 .000 .606 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .115 .000 .002 .000 .000 .000 .000 .004 .000 .016 .000 .000 .000

私は失敗や困難でもやる気がなくならない Pearson の相関係数 .099 .099 .207 .123 .315 .283 .305 .142 1 .199 .181 .078 .114 .120 .155 .132 .138 .154 .023 .119 .162 .139 .141 .147 .172 .078 .176 .059 .167 .163 .088

有意確率 (両側) .001 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .010 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .444 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .010 .000 .052 .000 .000 .004

教室にゴミが落ちていない Pearson の相関係数 -.039 -.029 .056 .052 .177 .077 .131 .016 .199 1 .119 .065 -.031 -.032 .043 .066 .057 .096 -.002 .031 .084 -.001 -.016 -.001 .042 -.004 .022 -.009 .027 .107 -.049

有意確率 (両側) .202 .340 .065 .091 .000 .011 .000 .606 .000 .000 .033 .316 .288 .158 .031 .061 .002 .939 .312 .006 .986 .604 .980 .168 .908 .478 .768 .368 .000 .105

クラスは私の発表を聴いてくれる Pearson の相関係数 .085 .142 .209 .155 .136 .216 .247 .215 .181 .119 1 .229 .317 .269 .248 .103 .259 .310 .156 .199 .271 .120 .207 .174 .211 .144 .068 .138 .215 .292 .145

有意確率 (両側) .005 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .025 .000 .000 .000 .000

教室の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 .044 .027 .152 .120 .114 .203 .062 .108 .078 .065 .229 1 .112 .216 .179 .159 .172 .188 .129 .149 .242 .152 .125 .085 .188 .128 .102 .102 .191 .188 .061

有意確率 (両側) .150 .380 .000 .000 .000 .000 .042 .000 .010 .033 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .005 .000 .000 .001 .001 .000 .000 .045

私はクラスの人に感謝喜ばれている Pearson の相関係数 .093 .176 .210 .221 .117 .338 .053 .458 .114 -.031 .317 .112 1 .204 .166 .133 .230 .239 .065 .154 .192 .196 .438 .285 .305 .103 .180 .136 .264 .226 .150

有意確率 (両側) .002 .000 .000 .000 .000 .000 .085 .000 .000 .316 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .033 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000

先生は協力学習の時間をとる Pearson の相関係数 .072 .118 .104 .114 .067 .136 .166 .120 .120 -.032 .269 .216 .204 1 .475 .301 .319 .373 .238 .350 .353 .065 .148 .096 .173 .130 .131 .083 .196 .261 .179

有意確率 (両側) .018 .000 .001 .000 .028 .000 .000 .000 .000 .288 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .032 .000 .002 .000 .000 .000 .006 .000 .000 .000

先生は生活を考える時間をとる Pearson の相関係数 .098 .120 .175 .111 .082 .219 .127 .107 .155 .043 .248 .179 .166 .475 1 .363 .373 .413 .225 .347 .390 .169 .159 .163 .190 .096 .206 .066 .208 .338 .142

有意確率 (両側) .001 .000 .000 .000 .007 .000 .000 .000 .000 .158 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .002 .000 .030 .000 .000 .000

先生は将来を考える時間をとる Pearson の相関係数 .109 .094 .073 .098 .063 .145 .113 .139 .132 .066 .103 .159 .133 .301 .363 1 .264 .295 .073 .266 .265 .193 .148 .077 .171 .108 .202 .043 .157 .305 .166

有意確率 (両側) .000 .002 .016 .001 .040 .000 .000 .000 .000 .031 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .017 .000 .000 .000 .000 .012 .000 .000 .000 .160 .000 .000 .000

先生はほめてほしいことをほめてくれる Pearson の相関係数 .042 .123 .154 .139 .121 .171 .114 .172 .138 .057 .259 .172 .230 .319 .373 .264 1 .565 .194 .339 .329 .109 .192 .207 .203 .137 .138 .031 .201 .360 .137

有意確率 (両側) .171 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .061 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .308 .000 .000 .000

先生は私の話を聴いてくれる Pearson の相関係数 .030 .128 .152 .145 .145 .203 .174 .156 .154 .096 .310 .188 .239 .373 .413 .295 .565 1 .200 .376 .392 .153 .200 .188 .250 .127 .168 .104 .219 .370 .127

有意確率 (両側) .333 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000

先生は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .056 .052 .031 .098 -.046 .077 .099 .048 .023 -.002 .156 .129 .065 .238 .225 .073 .194 .200 1 .345 .223 .007 .077 .109 .082 .274 .106 .067 .124 .150 .121

有意確率 (両側) .065 .090 .314 .001 .131 .011 .001 .115 .444 .939 .000 .000 .033 .000 .000 .017 .000 .000 .000 .000 .810 .011 .000 .007 .000 .001 .027 .000 .000 .000

先生はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .118 .077 .126 .084 .015 .170 .100 .109 .119 .031 .199 .149 .154 .350 .347 .266 .339 .376 .345 1 .384 .151 .162 .144 .180 .199 .286 .121 .195 .309 .235

有意確率 (両側) .000 .011 .000 .006 .614 .000 .001 .000 .000 .312 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

学校の先生同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 .130 .192 .202 .172 .101 .235 .162 .096 .162 .084 .271 .242 .192 .353 .390 .265 .329 .392 .223 .384 1 .193 .198 .181 .243 .151 .205 .115 .248 .346 .201

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .002 .000 .006 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 .155 .286 .175 .233 .112 .240 .085 .211 .139 -.001 .120 .152 .196 .065 .169 .193 .109 .153 .007 .151 .193 1 .407 .312 .378 .205 .460 .150 .357 .283 .219

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .000 .005 .000 .000 .986 .000 .000 .000 .032 .000 .000 .000 .000 .810 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は家族から感謝されている Pearson の相関係数 .119 .304 .174 .323 .099 .305 .117 .329 .141 -.016 .207 .125 .438 .148 .159 .148 .192 .200 .077 .162 .198 .407 1 .593 .480 .203 .343 .188 .470 .276 .146

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .604 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .011 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はほめてくれる Pearson の相関係数 .054 .313 .143 .256 .134 .243 .141 .208 .147 -.001 .174 .085 .285 .096 .163 .077 .207 .188 .109 .144 .181 .312 .593 1 .492 .223 .300 .213 .439 .236 .133

有意確率 (両側) .075 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .980 .000 .005 .000 .002 .000 .012 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は意見が違っても話を聴いてくれる Pearson の相関係数 .026 .268 .181 .245 .135 .250 .153 .246 .172 .042 .211 .188 .305 .173 .190 .171 .203 .250 .082 .180 .243 .378 .480 .492 1 .265 .416 .188 .440 .309 .181

有意確率 (両側) .390 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .168 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .007 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .057 .167 .097 .167 .037 .129 .140 .087 .078 -.004 .144 .128 .103 .130 .096 .108 .137 .127 .274 .199 .151 .205 .203 .223 .265 1 .379 .140 .255 .221 .110

有意確率 (両側) .060 .000 .001 .000 .227 .000 .000 .004 .010 .908 .000 .000 .001 .000 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .096 .235 .147 .190 .082 .189 .126 .153 .176 .022 .068 .102 .180 .131 .206 .202 .138 .168 .106 .286 .205 .460 .343 .300 .416 .379 1 .217 .380 .347 .242

有意確率 (両側) .002 .000 .000 .000 .007 .000 .000 .000 .000 .478 .025 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族揃って食事をする Pearson の相関係数 .051 .125 .110 .102 .055 .097 .070 .073 .059 -.009 .138 .102 .136 .083 .066 .043 .031 .104 .067 .121 .115 .150 .188 .213 .188 .140 .217 1 .345 .149 .076

有意確率 (両側) .094 .000 .000 .001 .069 .001 .022 .016 .052 .768 .000 .001 .000 .006 .030 .160 .308 .001 .027 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .012

私の家族同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 .097 .301 .175 .246 .152 .253 .171 .208 .167 .027 .215 .191 .264 .196 .208 .157 .201 .219 .124 .195 .248 .357 .470 .439 .440 .255 .380 .345 1 .330 .199

有意確率 (両側) .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .368 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私の家族は学校や先生をほめる Pearson の相関係数 .103 .180 .145 .173 .096 .179 .221 .150 .163 .107 .292 .188 .226 .261 .338 .305 .360 .370 .150 .309 .346 .283 .276 .236 .309 .221 .347 .149 .330 1 .231

有意確率 (両側) .001 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

地域には子どもを注意する大人いると思う Pearson の相関係数 .097 .101 .076 .122 .012 .128 .120 .153 .088 -.049 .145 .061 .150 .179 .142 .166 .137 .127 .121 .235 .201 .219 .146 .133 .181 .110 .242 .076 .199 .231 1

有意確率 (両側) .001 .001 .013 .000 .686 .000 .000 .000 .004 .105 .000 .045 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .012 .000 .000

学校種
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中学校 私は自分で起床する Pearson の相関係数 1 .085 .120 .051 .051 .076 .029 .071 .119 .055 .104 .088 .030 .069 .039 .069 .013 .008 .038 .006 .044 .070 .041 .009 .024 .004 .004 -.009 .083 .045 .105

有意確率 (両側) .005 .000 .089 .089 .011 .339 .018 .000 .067 .001 .003 .319 .021 .191 .021 .654 .781 .200 .836 .140 .020 .170 .768 .427 .904 .905 .772 .006 .130 .000

私は家族にあいさつする Pearson の相関係数 .085 1 .123 .215 .060 .171 .120 .086 .142 .025 .128 .117 .122 .102 .112 .088 .133 .129 .095 .103 .111 .268 .270 .302 .214 .283 .249 .275 .319 .233 .157

有意確率 (両側) .005 .000 .000 .045 .000 .000 .004 .000 .411 .000 .000 .000 .001 .000 .003 .000 .000 .001 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は家庭学習を自主的にする Pearson の相関係数 .120 .123 1 .145 .173 .287 .130 .218 .116 .103 .214 .124 .188 .117 .128 .159 .149 .158 .111 .112 .074 .165 .213 .157 .181 .171 .118 .108 .186 .165 .108

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .013 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は年下の子の面倒を見る Pearson の相関係数 .051 .215 .145 1 .051 .210 .122 .176 .098 -.012 .165 .152 .203 .113 .122 .082 .156 .152 .104 .089 .081 .191 .228 .207 .162 .213 .207 .194 .233 .149 .179

有意確率 (両側) .089 .000 .000 .086 .000 .000 .000 .001 .691 .000 .000 .000 .000 .000 .006 .000 .000 .000 .003 .006 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は時間を守れる Pearson の相関係数 .051 .060 .173 .051 1 .231 .189 .154 .258 .103 .077 .063 .148 .053 .079 .067 .098 .134 .084 .057 .094 .060 .152 .098 .104 .052 .025 .102 .138 .117 -.013

有意確率 (両側) .089 .045 .000 .086 .000 .000 .000 .000 .001 .010 .034 .000 .073 .008 .025 .001 .000 .005 .058 .002 .043 .000 .001 .000 .080 .402 .001 .000 .000 .671

私は我慢強くがんばる Pearson の相関係数 .076 .171 .287 .210 .231 1 .227 .309 .259 .014 .220 .172 .294 .179 .159 .106 .234 .194 .106 .118 .141 .165 .268 .262 .156 .179 .183 .150 .235 .230 .168

有意確率 (両側) .011 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .650 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない Pearson の相関係数 .029 .120 .130 .122 .189 .227 1 .136 .321 .112 .180 .181 .135 .179 .146 .142 .158 .202 .150 .154 .210 .164 .199 .205 .193 .205 .181 .156 .240 .257 .157

有意確率 (両側) .339 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は誰かの役に立っていると思う Pearson の相関係数 .071 .086 .218 .176 .154 .309 .136 1 .157 .035 .254 .159 .556 .175 .197 .163 .222 .198 .108 .099 .148 .217 .379 .284 .257 .175 .168 .168 .279 .274 .150

有意確率 (両側) .018 .004 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .243 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は失敗や困難でもやる気がなくならない Pearson の相関係数 .119 .142 .116 .098 .258 .259 .321 .157 1 .152 .161 .102 .148 .127 .124 .085 .144 .166 .116 .104 .137 .135 .147 .131 .150 .107 .141 .148 .234 .215 .133

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .004 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

教室にゴミが落ちていない Pearson の相関係数 .055 .025 .103 -.012 .103 .014 .112 .035 .152 1 .145 .060 .098 .081 .074 .103 .025 .071 .025 .038 .008 .046 .009 -.031 .025 .001 .007 .020 .101 .067 .041

有意確率 (両側) .067 .411 .001 .691 .001 .650 .000 .243 .000 .000 .044 .001 .007 .013 .001 .399 .017 .410 .199 .777 .122 .769 .304 .408 .973 .819 .503 .001 .025 .170

クラスは私の発表を聴いてくれる Pearson の相関係数 .104 .128 .214 .165 .077 .220 .180 .254 .161 .145 1 .321 .353 .285 .277 .185 .343 .350 .266 .258 .273 .163 .216 .272 .264 .264 .163 .142 .257 .268 .196

有意確率 (両側) .001 .000 .000 .000 .010 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

教室の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 .088 .117 .124 .152 .063 .172 .181 .159 .102 .060 .321 1 .260 .324 .346 .194 .277 .261 .213 .221 .261 .213 .172 .188 .203 .226 .200 .084 .174 .230 .171

有意確率 (両側) .003 .000 .000 .000 .034 .000 .000 .000 .001 .044 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .005 .000 .000 .000

私はクラスの人に感謝喜ばれている Pearson の相関係数 .030 .122 .188 .203 .148 .294 .135 .556 .148 .098 .353 .260 1 .218 .252 .243 .293 .253 .179 .185 .164 .233 .473 .343 .287 .206 .213 .113 .261 .297 .182

有意確率 (両側) .319 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は協力学習の時間をとる Pearson の相関係数 .069 .102 .117 .113 .053 .179 .179 .175 .127 .081 .285 .324 .218 1 .568 .395 .430 .361 .290 .342 .387 .157 .232 .212 .187 .246 .179 .125 .200 .323 .167

有意確率 (両側) .021 .001 .000 .000 .073 .000 .000 .000 .000 .007 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は生活を考える時間をとる Pearson の相関係数 .039 .112 .128 .122 .079 .159 .146 .197 .124 .074 .277 .346 .252 .568 1 .484 .484 .440 .318 .425 .432 .250 .225 .188 .182 .257 .235 .109 .184 .404 .234

有意確率 (両側) .191 .000 .000 .000 .008 .000 .000 .000 .000 .013 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は将来を考える時間をとる Pearson の相関係数 .069 .088 .159 .082 .067 .106 .142 .163 .085 .103 .185 .194 .243 .395 .484 1 .443 .371 .259 .288 .290 .236 .220 .171 .165 .204 .195 .167 .191 .291 .150

有意確率 (両側) .021 .003 .000 .006 .025 .000 .000 .000 .004 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生はほめてほしいことをほめてくれる Pearson の相関係数 .013 .133 .149 .156 .098 .234 .158 .222 .144 .025 .343 .277 .293 .430 .484 .443 1 .655 .376 .396 .421 .251 .289 .329 .238 .280 .227 .164 .208 .431 .194

有意確率 (両側) .654 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .399 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は私の話を聴いてくれる Pearson の相関係数 .008 .129 .158 .152 .134 .194 .202 .198 .166 .071 .350 .261 .253 .361 .440 .371 .655 1 .401 .440 .459 .218 .240 .263 .270 .293 .214 .184 .223 .413 .185

有意確率 (両側) .781 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .017 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .038 .095 .111 .104 .084 .106 .150 .108 .116 .025 .266 .213 .179 .290 .318 .259 .376 .401 1 .533 .430 .135 .161 .188 .179 .281 .185 .122 .182 .309 .152

有意確率 (両側) .200 .001 .000 .000 .005 .000 .000 .000 .000 .410 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .006 .103 .112 .089 .057 .118 .154 .099 .104 .038 .258 .221 .185 .342 .425 .288 .396 .440 .533 1 .531 .216 .202 .158 .198 .266 .298 .087 .144 .350 .173

有意確率 (両側) .836 .001 .000 .003 .058 .000 .000 .001 .000 .199 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .003 .000 .000 .000

学校の先生同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 .044 .111 .074 .081 .094 .141 .210 .148 .137 .008 .273 .261 .164 .387 .432 .290 .421 .459 .430 .531 1 .227 .216 .222 .199 .273 .197 .189 .248 .390 .207

有意確率 (両側) .140 .000 .013 .006 .002 .000 .000 .000 .000 .777 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 .070 .268 .165 .191 .060 .165 .164 .217 .135 .046 .163 .213 .233 .157 .250 .236 .251 .218 .135 .216 .227 1 .468 .344 .399 .388 .474 .201 .375 .401 .265

有意確率 (両側) .020 .000 .000 .000 .043 .000 .000 .000 .000 .122 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は家族から感謝されている Pearson の相関係数 .041 .270 .213 .228 .152 .268 .199 .379 .147 .009 .216 .172 .473 .232 .225 .220 .289 .240 .161 .202 .216 .468 1 .683 .527 .362 .381 .247 .483 .371 .207

有意確率 (両側) .170 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .769 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はほめてくれる Pearson の相関係数 .009 .302 .157 .207 .098 .262 .205 .284 .131 -.031 .272 .188 .343 .212 .188 .171 .329 .263 .188 .158 .222 .344 .683 1 .588 .402 .350 .304 .494 .381 .172

有意確率 (両側) .768 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .304 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は意見が違っても話を聴いてくれる Pearson の相関係数 .024 .214 .181 .162 .104 .156 .193 .257 .150 .025 .264 .203 .287 .187 .182 .165 .238 .270 .179 .198 .199 .399 .527 .588 1 .419 .438 .301 .497 .395 .249

有意確率 (両側) .427 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .408 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .004 .283 .171 .213 .052 .179 .205 .175 .107 .001 .264 .226 .206 .246 .257 .204 .280 .293 .281 .266 .273 .388 .362 .402 .419 1 .543 .282 .418 .366 .284

有意確率 (両側) .904 .000 .000 .000 .080 .000 .000 .000 .000 .973 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .004 .249 .118 .207 .025 .183 .181 .168 .141 .007 .163 .200 .213 .179 .235 .195 .227 .214 .185 .298 .197 .474 .381 .350 .438 .543 1 .258 .417 .389 .276

有意確率 (両側) .905 .000 .000 .000 .402 .000 .000 .000 .000 .819 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族揃って食事をする Pearson の相関係数 -.009 .275 .108 .194 .102 .150 .156 .168 .148 .020 .142 .084 .113 .125 .109 .167 .164 .184 .122 .087 .189 .201 .247 .304 .301 .282 .258 1 .497 .295 .165

有意確率 (両側) .772 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .503 .000 .005 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .003 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私の家族同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 .083 .319 .186 .233 .138 .235 .240 .279 .234 .101 .257 .174 .261 .200 .184 .191 .208 .223 .182 .144 .248 .375 .483 .494 .497 .418 .417 .497 1 .442 .249

有意確率 (両側) .006 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私の家族は学校や先生をほめる Pearson の相関係数 .045 .233 .165 .149 .117 .230 .257 .274 .215 .067 .268 .230 .297 .323 .404 .291 .431 .413 .309 .350 .390 .401 .371 .381 .395 .366 .389 .295 .442 1 .346

有意確率 (両側) .130 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .025 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

地域には子どもを注意する大人いると思う Pearson の相関係数 .105 .157 .108 .179 -.013 .168 .157 .150 .133 .041 .196 .171 .182 .167 .234 .150 .194 .185 .152 .173 .207 .265 .207 .172 .249 .284 .276 .165 .249 .346 1

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .671 .000 .000 .000 .000 .170 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

学校種
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高校 私は自分で起床する Pearson の相関係数 1 .066 .126 .133 .064 .134 .024 .058 .088 .027 .068 -.005 .021 .034 .009 .016 -.008 .008 .034 .071 .022 .025 .020 -.016 -.019 .022 .019 -.006 -.024 -.019 .043

有意確率 (両側) .025 .000 .000 .029 .000 .425 .048 .003 .351 .021 .878 .475 .254 .753 .598 .797 .781 .246 .016 .458 .401 .489 .586 .527 .453 .526 .839 .411 .514 .149

私は家族にあいさつする Pearson の相関係数 .066 1 .099 .195 .007 .106 .022 .141 .093 .053 .132 .065 .122 .080 .112 .123 .172 .118 .066 .049 .114 .350 .400 .376 .270 .298 .285 .269 .356 .200 .160

有意確率 (両側) .025 .001 .000 .824 .000 .452 .000 .002 .075 .000 .028 .000 .007 .000 .000 .000 .000 .024 .097 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は家庭学習を自主的にする Pearson の相関係数 .126 .099 1 .068 .094 .211 .026 .150 .136 .108 .166 .045 .142 .110 .078 .153 .127 .129 .086 .035 .167 .125 .139 .183 .167 .118 .087 .105 .135 .161 .056

有意確率 (両側) .000 .001 .020 .001 .000 .386 .000 .000 .000 .000 .129 .000 .000 .008 .000 .000 .000 .003 .236 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .003 .000 .000 .000 .060

私は年下の子の面倒を見る Pearson の相関係数 .133 .195 .068 1 .022 .192 .096 .201 .125 -.015 .084 .103 .240 .162 .102 .135 .136 .122 .111 .084 .109 .238 .215 .157 .128 .180 .189 .128 .204 .098 .197

有意確率 (両側) .000 .000 .020 .453 .000 .001 .000 .000 .607 .004 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .005 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000

私は時間を守れる Pearson の相関係数 .064 .007 .094 .022 1 .167 .113 .113 .133 -.006 .007 .010 .063 .027 .005 -.014 .012 .005 -.004 .021 .022 .032 .060 .055 .033 .045 .043 .043 .061 .027 .039

有意確率 (両側) .029 .824 .001 .453 .000 .000 .000 .000 .845 .822 .734 .033 .364 .872 .638 .675 .873 .899 .473 .455 .277 .041 .060 .259 .131 .141 .149 .040 .356 .186

私は我慢強くがんばる Pearson の相関係数 .134 .106 .211 .192 .167 1 .161 .294 .212 .048 .121 .112 .243 .096 .059 .145 .168 .142 .093 .041 .092 .179 .219 .228 .172 .155 .136 .097 .172 .120 .149

有意確率 (両側) .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .103 .000 .000 .000 .001 .046 .000 .000 .000 .002 .160 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000

アドバイスする人とつきあうのは面倒でない Pearson の相関係数 .024 .022 .026 .096 .113 .161 1 .067 .154 .030 .118 .018 .055 .029 -.014 .063 .072 .053 .097 .111 .105 .081 .080 .098 .083 .129 .079 .061 .088 .086 .104

有意確率 (両側) .425 .452 .386 .001 .000 .000 .022 .000 .311 .000 .544 .063 .328 .642 .031 .014 .071 .001 .000 .000 .006 .007 .001 .005 .000 .008 .040 .003 .004 .000

私は誰かの役に立っていると思う Pearson の相関係数 .058 .141 .150 .201 .113 .294 .067 1 .171 .044 .242 .151 .470 .178 .117 .144 .244 .166 .100 .086 .096 .210 .384 .292 .204 .164 .185 .096 .196 .198 .152

有意確率 (両側) .048 .000 .000 .000 .000 .000 .022 .000 .133 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .004 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .000 .000

私は失敗や困難でもやる気がなくならない Pearson の相関係数 .088 .093 .136 .125 .133 .212 .154 .171 1 .058 .037 .012 .097 -.020 .037 .045 .075 .076 .034 .050 .049 .109 .127 .075 .133 .082 .109 .081 .114 .100 .097

有意確率 (両側) .003 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .048 .215 .679 .001 .505 .210 .124 .011 .010 .242 .089 .100 .000 .000 .011 .000 .005 .000 .006 .000 .001 .001

教室にゴミが落ちていない Pearson の相関係数 .027 .053 .108 -.015 -.006 .048 .030 .044 .058 1 .185 .140 .111 .086 .077 .070 .073 .099 .171 .078 .084 .054 .051 .066 .038 .043 .009 .012 .052 .092 .052

有意確率 (両側) .351 .075 .000 .607 .845 .103 .311 .133 .048 .000 .000 .000 .003 .009 .018 .013 .001 .000 .008 .005 .069 .086 .026 .197 .141 .755 .681 .079 .002 .079

クラスは私の発表を聴いてくれる Pearson の相関係数 .068 .132 .166 .084 .007 .121 .118 .242 .037 .185 1 .275 .329 .245 .178 .226 .257 .257 .184 .118 .187 .167 .214 .241 .196 .206 .162 .122 .158 .198 .101

有意確率 (両側) .021 .000 .000 .004 .822 .000 .000 .000 .215 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001

教室の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 -.005 .065 .045 .103 .010 .112 .018 .151 .012 .140 .275 1 .260 .246 .317 .204 .257 .249 .131 .159 .136 .245 .153 .121 .138 .130 .181 .060 .077 .160 .144

有意確率 (両側) .878 .028 .129 .000 .734 .000 .544 .000 .679 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .042 .009 .000 .000

私はクラスの人に感謝喜ばれている Pearson の相関係数 .021 .122 .142 .240 .063 .243 .055 .470 .097 .111 .329 .260 1 .296 .181 .189 .302 .207 .161 .129 .124 .239 .429 .275 .216 .166 .188 .105 .203 .237 .116

有意確率 (両側) .475 .000 .000 .000 .033 .000 .063 .000 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は協力学習の時間をとる Pearson の相関係数 .034 .080 .110 .162 .027 .096 .029 .178 -.020 .086 .245 .246 .296 1 .521 .361 .328 .319 .251 .255 .256 .203 .206 .134 .121 .175 .187 .090 .181 .207 .125

有意確率 (両側) .254 .007 .000 .000 .364 .001 .328 .000 .505 .003 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .000

先生は生活を考える時間をとる Pearson の相関係数 .009 .112 .078 .102 .005 .059 -.014 .117 .037 .077 .178 .317 .181 .521 1 .459 .450 .396 .305 .349 .292 .237 .161 .120 .104 .159 .190 .093 .139 .307 .241

有意確率 (両側) .753 .000 .008 .001 .872 .046 .642 .000 .210 .009 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .000

先生は将来を考える時間をとる Pearson の相関係数 .016 .123 .153 .135 -.014 .145 .063 .144 .045 .070 .226 .204 .189 .361 .459 1 .434 .417 .324 .329 .266 .196 .202 .198 .182 .259 .224 .074 .153 .243 .188

有意確率 (両側) .598 .000 .000 .000 .638 .000 .031 .000 .124 .018 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .012 .000 .000 .000

先生はほめてほしいことをほめてくれる Pearson の相関係数 -.008 .172 .127 .136 .012 .168 .072 .244 .075 .073 .257 .257 .302 .328 .450 .434 1 .622 .360 .335 .315 .279 .303 .291 .203 .251 .228 .124 .211 .378 .193

有意確率 (両側) .797 .000 .000 .000 .675 .000 .014 .000 .011 .013 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は私の話を聴いてくれる Pearson の相関係数 .008 .118 .129 .122 .005 .142 .053 .166 .076 .099 .257 .249 .207 .319 .396 .417 .622 1 .348 .340 .306 .261 .231 .241 .224 .244 .215 .131 .207 .352 .162

有意確率 (両側) .781 .000 .000 .000 .873 .000 .071 .000 .010 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

先生は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .034 .066 .086 .111 -.004 .093 .097 .100 .034 .171 .184 .131 .161 .251 .305 .324 .360 .348 1 .536 .329 .152 .144 .188 .152 .316 .197 .089 .143 .194 .126

有意確率 (両側) .246 .024 .003 .000 .899 .002 .001 .001 .242 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .002 .000 .000 .000

先生はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .071 .049 .035 .084 .021 .041 .111 .086 .050 .078 .118 .159 .129 .255 .349 .329 .335 .340 .536 1 .393 .200 .154 .146 .140 .224 .252 .085 .143 .268 .176

有意確率 (両側) .016 .097 .236 .005 .473 .160 .000 .004 .089 .008 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .004 .000 .000 .000

学校の先生同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 .022 .114 .167 .109 .022 .092 .105 .096 .049 .084 .187 .136 .124 .256 .292 .266 .315 .306 .329 .393 1 .227 .218 .205 .131 .249 .194 .128 .238 .324 .196

有意確率 (両側) .458 .000 .000 .000 .455 .002 .000 .001 .100 .005 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家の約束事は話合いで決める Pearson の相関係数 .025 .350 .125 .238 .032 .179 .081 .210 .109 .054 .167 .245 .239 .203 .237 .196 .279 .261 .152 .200 .227 1 .484 .385 .385 .355 .494 .293 .443 .319 .257

有意確率 (両側) .401 .000 .000 .000 .277 .000 .006 .000 .000 .069 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私は家族から感謝されている Pearson の相関係数 .020 .400 .139 .215 .060 .219 .080 .384 .127 .051 .214 .153 .429 .206 .161 .202 .303 .231 .144 .154 .218 .484 1 .650 .539 .369 .400 .309 .491 .360 .206

有意確率 (両側) .489 .000 .000 .000 .041 .000 .007 .000 .000 .086 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はほめてくれる Pearson の相関係数 -.016 .376 .183 .157 .055 .228 .098 .292 .075 .066 .241 .121 .275 .134 .120 .198 .291 .241 .188 .146 .205 .385 .650 1 .600 .415 .444 .309 .504 .347 .199

有意確率 (両側) .586 .000 .000 .000 .060 .000 .001 .000 .011 .026 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は意見が違っても話を聴いてくれる Pearson の相関係数 -.019 .270 .167 .128 .033 .172 .083 .204 .133 .038 .196 .138 .216 .121 .104 .182 .203 .224 .152 .140 .131 .385 .539 .600 1 .408 .491 .328 .515 .300 .186

有意確率 (両側) .527 .000 .000 .000 .259 .000 .005 .000 .000 .197 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族は大切なことが守れないと叱る Pearson の相関係数 .022 .298 .118 .180 .045 .155 .129 .164 .082 .043 .206 .130 .166 .175 .159 .259 .251 .244 .316 .224 .249 .355 .369 .415 .408 1 .563 .296 .442 .280 .232

有意確率 (両側) .453 .000 .000 .000 .131 .000 .000 .000 .005 .141 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族はルールを守るべき理由を説明する Pearson の相関係数 .019 .285 .087 .189 .043 .136 .079 .185 .109 .009 .162 .181 .188 .187 .190 .224 .228 .215 .197 .252 .194 .494 .400 .444 .491 .563 1 .269 .468 .339 .275

有意確率 (両側) .526 .000 .003 .000 .141 .000 .008 .000 .000 .755 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

家族揃って食事をする Pearson の相関係数 -.006 .269 .105 .128 .043 .097 .061 .096 .081 .012 .122 .060 .105 .090 .093 .074 .124 .131 .089 .085 .128 .293 .309 .309 .328 .296 .269 1 .530 .279 .209

有意確率 (両側) .839 .000 .000 .000 .149 .001 .040 .001 .006 .681 .000 .042 .000 .002 .002 .012 .000 .000 .002 .004 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私の家族同士は協力的だと思う Pearson の相関係数 -.024 .356 .135 .204 .061 .172 .088 .196 .114 .052 .158 .077 .203 .181 .139 .153 .211 .207 .143 .143 .238 .443 .491 .504 .515 .442 .468 .530 1 .393 .242

有意確率 (両側) .411 .000 .000 .000 .040 .000 .003 .000 .000 .079 .000 .009 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

私の家族は学校や先生をほめる Pearson の相関係数 -.019 .200 .161 .098 .027 .120 .086 .198 .100 .092 .198 .160 .237 .207 .307 .243 .378 .352 .194 .268 .324 .319 .360 .347 .300 .280 .339 .279 .393 1 .301

有意確率 (両側) .514 .000 .000 .001 .356 .000 .004 .000 .001 .002 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

地域には子どもを注意する大人いると思う Pearson の相関係数 .043 .160 .056 .197 .039 .149 .104 .152 .097 .052 .101 .144 .116 .125 .241 .188 .193 .162 .126 .176 .196 .257 .206 .199 .186 .232 .275 .209 .242 .301 1

有意確率 (両側) .149 .000 .060 .000 .186 .000 .000 .000 .001 .079 .001 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000

学校種
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